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旨
】　
ヴ
ァ
ル
タ
ー
・
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
は
批
評
作
品
『
カ
ー
ル
・
ク
ラ
ウ
ス
』
で
、
ク
ラ
ウ
ス
の
芸
術
批
評
の
特
徴
を
自
己
表
現
と
暴
露
と
を
交
錯
さ
せ
る
そ
の
「
擬
態
」
の
「
身
振
り
」
に
認
め
評
価
す
る
、
と
同
時
に
、
そ
の
芸
術
批
評
の
意
義
を
、
第
一
次
世
界
大
戦
か
ら
ナ
チ
ズ
ム
が
台
頭
す
る
時
代
の
歴
史
意
識
と
の
関
係
の
な
か
で
、
と
り
わ
け
「
非
人
間
的
な
も
の
」
と
い
う
概
念
を
つ
う
じ
て
問
う
。「
非
人
間
的
な
も
の
」
は
、
初
期
の
神
学
的=
形
而
上
学
的
な
〈
批
判=
批
評
〉
と
後
期
の
唯
物
論
的
な
〈
批
判=
批
評
〉
を
結
び
つ
け
る
概
念
と
し
て
展
開
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
　
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
は
ク
ラ
ウ
ス
論
『
カ
ー
ル
・
ク
ラ
ウ
ス
』（
一
九
三
一
年
）
の
第
一
章
「
全
人
間
」
と
第
二
章
「
デ
ー
モ
ン
」
で
、
ク
ラ
ウ
ス
の
論
争
術
の
特
徴
を
自
己
表
現
と
暴
露
と
を
交
錯
さ
せ
る
そ
の
「
擬
態
」
の
「
身
振
り
」
に
認
め
、
そ
こ
に
表
現
主
義
の
最
良
の
成
果
を
見
い
だ
し
評
価
す
る1
。
第
二
章
で
は
さ
ら
に
、自
己
表
現
と
暴
露
と
を
交
錯
さ
せ
る
ク
ラ
ウ
ス
の
論
争
術
の
「
擬
態
」
の
「
身
振
り
」、「
俳
優
的=
身
振
り
的
な
も
の
」
は
ま
た
、
ク
ラ
ウ
ス
を
こ
の
時
代
の
歴
史
意
識
へ
と
出
会
わ
せ
て
い
る
も
の
で
も
あ
る
と
主
張
す
る
。
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
は
、「
時
代
が
自
害
し
よ
う
と
み
ず
か
ら
に
手
を
下
し
た
し
た
と
き
、
こ
の
手
こ
そ
ク
ラ
ウ
ス
だ
っ
た
」、
と
い
う
ブ
レ
ヒ
ト
の
こ
と
ば
を
引
用
し
て
い
る
が
、
ク
ラ
ウ
ス
の
「
デ
ー
モ
ン
」
の
本
領
は
論
争
術
を
つ
う
じ
て
ク
ラ
ウ
ス
自
身
に
時
代
の
「
罪=
負
債
の
意
識Schuldbew
ußtsein
」
を
負
わ
せ
る
こ
と
に
あ
る
と
い
う2
。
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
は
こ
の
「
罪=
負
債
の
意
識
」
に
お
い
て
、
「
も
っ
と
も
私
的
な
意
識
が
歴
史
意
識
と
出
会
っ
て
い
る
」3
と
述
べ
、こ
の
「
罪
=
負
債
の
意
識
」
こ
そ
が
ク
ラ
ウ
ス
を
表
現
主
義
者
と
結
び
つ
け
て
い
る
の
だ
と
説
明
し
、
さ
ら
に
第
三
章
「
非
人
間
」
で
そ
の
意
味
を
問
う
。
以
下
で
は
、
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
の
「
非
人
間
的
な
も
の
」
の
概
念
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
を
つ
う
じ
て
、
ク
ラ
ウ
ス
論
で
展
開
さ
れ
る
唯
物
論
的
〈
批
判=
批
評
〉
の
意
味
を
問
う
こ
と
に
し
た
い
。
　
　
　
　
　
　
1
　
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
は
ク
ラ
ウ
ス
の
エ
ッ
セ
イ
「
そ
し
て
戦
争
の
時
期
に
」
（
一
九
一
二
年
）
か
ら
、「
従
順
な
大
衆
は
、自
分
た
ち
の
知
ら
な
い
意
志
に
よ
っ
て
と
い
う
の
で
は
な
く
、自
分
た
ち
の
知
ら
な
い
未
知
の
罪=
負
債
に
よ
っ
て
、
危
険
へ
と
陥
れ
ら
れ
る
」4、
と
い
う
こ
と
ば
を
引
用
し
て
い
る
。
こ
の
エ
ッ
セ
イ
は
、第
一
次
世
界
大
戦
の
直
接
的
な
原
因
と
な
る
バ
ル
カ
ン
戦
争（
一
九
一
二
―
三
年
）
と
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
あ
り
方
に
つ
い
て
書
か
れ
た
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
ク
ラ
ウ
ス
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
お
い
て
も
戦
争
へ
の
20
「
愛パト
リ
オ
ー
テ
ィ
シ
ュ
国
主
義
的
」
な
熱
狂
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る
な
か
、「
従
順
な
大
衆
」
が
権
力
者
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
無
責
任
な
報
道
に
よ
っ
て
「
自
分
た
ち
の
知
ら
な
い
未
知
の
罪=
負
債
」
へ
と
陥
れ
ら
れ
て
い
く
状
況
を
揶
揄
し
批
判
す
る
の
で
あ
る5
。
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
は
ク
ラ
ウ
ス
の
こ
と
ば
を
す
で
に
第
一
次
世
界
大
戦
前
に
記
さ
れ
た
こ
と
ば
と
し
て
引
用
し
つ
つ
、
表
現
主
義
に
お
い
て
「
ひ
と
つ
の
根
源
的
に
人
間
的
な
衝
動
」
が
「
ひ
と
つ
の
流
行
の
衝
動
」
へ
と
姿
を
変
え
る
こ
と
に
な
る
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
の
衝
動
は
ま
た
第
一
次
世
界
大
戦
直
後
の
経
験
、「
自
分
の
ほ
う
に
人
間
の
背
中
を
屈
め
さ
せ
る
あ
の
名
も
な
き
力
の
そ
の
名
、
す
な
わ
ち
罪シ
ュ
ル
ト
=
負
債
」
の
意
識
に
結
び
つ
く
も
の
で
あ
っ
た
と
説
明
す
る6
。
表
現
主
義
者
た
ち
が
描
く
、
舞
台
装
置
、
文
章
、
絵
画
の
構
成
、
凝
固
し
た
段
状
の
切
り
立
っ
た
中
世
初
期
の
細
密
画
の
よ
う
な
構
図
、
礼
拝
す
る
聖
者
た
ち
の
「
身
を
傾
け
る
姿=
傾
向
性N
eigung
」
に
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
直
後
の
打
ち
の
め
さ
れ
た
大
衆
の
状
態
に
関
す
る
経
験
が
し
め
さ
れ
て
い
る
。
表
現
主
義
者
ク
ラ
ウ
ス
は
そ
の
論
争
術
の
俳
優
的
身
振
り
を
つ
う
じ
て
、表
現
主
義
に
よ
っ
て
し
め
さ
れ
た
こ
の
時
代
の
「
罪=
負
債
」、「
こ
の
罪=
負
債
を
告
発
す
る
た
め
に
こ
の
罪=
負
債
を
と
も
に
し
、
ま
た
、
こ
の
罪=
負
債
を
と
も
に
す
る
た
め
に
こ
の
罪=
負
債
を
告
発
す
る
」7、
と
い
う
の
で
あ
る
。
　
第
一
次
世
界
大
戦
期
に
お
い
て
ド
イ
ツ
の
立
場
を
擁
護
す
る
知
識
人
た
ち
の
議
論
は
、
お
も
に
西
欧
の
「
文
明Zivilisation
」
に
た
い
す
る
ド
イ
ツ
の
「
文
化K
ultur
」
と
い
う
、
啓
蒙
主
義
的
、
合
理
主
義
的
、
民
主
主
義
的
な
も
の
の
「
非
人
間
性
」
に
た
い
す
る
文
化
民
族
の
自
由
な
精
神
、「
人
間
性
」
と
い
う
、
対
立
図
式
の
な
か
で
展
開
さ
れ
て
い
る
。一
九
一
四
年
に
大
戦
が
勃
発
す
る
と
、
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ナ
ウ
マ
ン
、
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
ヴ
ン
ト
、
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
ヴ
ィ
ン
デ
ル
バ
ン
ト
、
ル
ー
ド
ル
フ
・
オ
イ
ケ
ン
、
マ
ッ
ク
ス
・
プ
ラ
ン
ク
、
ウ
ル
リ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ヴ
ィ
ラ
モ
ー
ヴ
ィ
ッ
ツ=
メ
レ
ン
ド
ル
フ
、
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
レ
ン
ト
ゲ
ン
、
ゲ
ー
ア
ハ
ル
ト
・
ハ
ウ
プ
ト
マ
ン
、
ア
ロ
イ
ス
・
リ
ー
ル
な
ど
の
学
者
・
作
家
九
十
三
人
が
「
文
化
世
界
に
告
ぐ
」
と
題
す
る
声
明
を
発
表
し
、
ド
イ
ツ
の
立
場
を
擁
護
し
、
他
方
、
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
マ
ン
、
エ
ル
ン
ス
ト
・
ブ
ロ
ッ
ホ
、
フ
ー
ゴ
・
バ
ル
、
カ
ー
ル
・
ク
ラ
ウ
ス
な
ど
、
反
戦
の
論
陣
を
は
る
知
識
人
、
芸
術
家
た
ち
も
い
た
が
、
マ
ッ
ク
ス
・
ヴ
ェ
ー
バ
ー
、
エ
ル
ン
ス
ト
・
ト
レ
ル
チ
、
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
マ
イ
ネ
ッ
ケ
、
マ
ッ
ク
ス
・
シ
ェ
ー
ラ
ー
、
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
、
フ
ラ
ン
ツ
・
ヴ
ェ
ル
フ
ェ
ル
な
ど
、
多
く
の
学
者
・
作
家
た
ち
が
戦
争
を
熱
狂
的
に
支
持
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
も
そ
も
文
明
と
文
化
と
い
う
概
念
は
十
八
世
紀
中
頃
か
ら
十
九
世
紀
に
か
け
て
ド
イ
ツ
の
発
展
段
階
に
お
い
て
、
宮
廷
貴
族
に
た
い
す
る
市
ブ
ル
ジ
ョ
ア民
階
級
の
社
会
的
対
立
の
表
現
、
自
己
意
識
の
表
現
と
し
て
一
般
に
流
布
し
て
い
た
考
え
方
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
、ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
や
デ
ィ
ド
ロ
な
ど
の
才
能
あ
る
市
ブ
ル
ジ
ョ
ア民
階
級
の
人
間
た
ち
は
、
パ
リ
の
社
交
界
に
受
け
入
れ
ら
れ
、
宮
廷
社
会
に
同
化
し
て
い
っ
た
。
他
方
ド
イ
ツ
で
は
、
宮
廷
貴
族
が
イ
ギ
リ
ス
や
フ
ラ
ン
ス
の
宮
廷
社
会
を
模
倣
し
た
高
貴
な
振
る
舞
い
に
よ
っ
て
そ
の
存
在
を
誇
示
し
つ
つ
政
治
活
動
の
実
権
を
握
っ
て
い
た
の
に
た
い
し
て
、
経
済
的
に
豊
か
に
な
り
つ
つ
あ
り
な
が
ら
い
ま
だ
政
治
活
動
か
ら
も
排
除
さ
れ
て
い
た
市
ブ
ル
ジ
ョ
ア民
階
級
は
、「
精
神
的
業
績Leistung
」
を
し
め
す
こ
と
で
「
教
養
市
ブ
ル
ジ
ョ
ア
民
階
級
」
と
し
て
の
み
ず
か
ら
の
自
意
識
を
形
成
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
そ
の
さ
い
、
宮
廷
貴
族
の
社
交
生
活
、
そ
の
浮
薄
さ
、
格
式
ば
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
様
式
に
た
い
し
て
、
市
ブ
ル
ジ
ョ
ア民
階
級
の
自
然
な
生
活
、
内
面
性
、
感
情
の
深
さ
、
個
人
的
人
格
の
形
成
が
、
文
明
に
た
い
す
る
文
化
と
い
う
対
立
概
念
の
も
と
に
対
置
さ
れ
た
。
一
八
七
〇
年
以
降
、
さ
ら
に
市
ブ
ル
ジ
ョ
ア民
階
級
が
そ
の
経
済
力
を
増
大
さ
せ
、
い
ま
だ
政
治
活
動
の
大
半
は
宮
廷
貴
族
や
官
僚
に
そ
の
主
導
権
を
握
ら
れ
て
い
た
も
の
の
、
し
だ
い
に
政
治
活
動
に
お
い
て
も
21
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そ
の
地
位
を
向
上
さ
せ
、
国
民
意
識
を
形
成
す
る
中
心
的
な
存
在
に
な
る
に
し
た
が
い
、
文
明
と
文
化
と
い
う
対
立
概
念
は
、
社
会
的
対
立
の
表
現
と
し
て
よ
り
も
、
む
し
ろ
イ
ギ
リ
ス
や
フ
ラ
ン
ス
に
た
い
す
る
国
民
的
な
対
立
の
表
現
と
し
て
も
ち
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る8
。
　「
文
化
世
界
に
告
ぐ
」と
題
す
る
声
明
は
、ド
イ
ツ
の
学
問
と
文
化
を
代
表
し
、
敵
国
が
ド
イ
ツ
に
た
い
し
て
な
げ
か
け
る
「
嘘
と
中
傷
」
に
「
抗
プ
ロ
テ
ス
ト
議
」
す
る
も
の
と
し
て
発
表
さ
れ
る9
。
声
明
で
は
、
ま
ず
ド
イ
ツ
が
国
際
法
を
無
視
し
ベ
ル
ギ
ー
の
中
立
を
侵
し
こ
の
戦
争
を
惹
き
起
し
た
と
い
う
非
難
に
た
い
し
て
、
む
し
ろ
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
明
」
の
擁
護
者
と
し
て
振
舞
っ
て
い
る
イ
ギ
リ
ス
や
フ
ラ
ン
ス
こ
そ
が
、
バ
ル
カ
ン
戦
争
で
残
忍
な
行
為
に
加
担
し
、
ま
た
ベ
ル
ギ
ー
へ
の
侵
攻
を
も
計
画
し
て
い
た
で
は
な
い
か
、
と
反
論
し
て
い
る
。
敵
国
が
ド
イ
ツ
の
「
軍
国
主
義
」
と
「
文
化
」
を
区
別
し
、
大
戦
は
あ
く
ま
で
ド
イ
ツ
の
「
軍
国
主
義
」
に
た
い
す
る
闘
い
で
あ
る
と
主
張
す
る
の
に
た
い
し
て
、
そ
う
し
た
区
別
は
偽
善
的
で
あ
る
だ
け
で
な
く
不
可
能
で
あ
り
、
ド
イ
ツ
は
「
文
化
民
族
」
と
し
て
最
後
ま
で
戦
う
こ
と
が
表
明
さ
れ
て
い
る
。
ト
レ
ル
チ
は
こ
の
時
期
に
戦
争
を
擁
護
す
る
多
く
の
文
章
を
発
表
し
て
い
る
が10
、「
一
九
一
四
年
の
理
念
」（
一
九
一
六
年
）
で
、
大
戦
を
「
権
威
的
、
反
動
的
ド
イ
ツ
に
た
い
す
る
、
西
欧
の
民
主
的
文
明
の
対
立
」11
だ
と
す
る
敵
国
の
主
張
に
た
い
し
て
、
第
一
次
世
界
大
戦
が
勃
発
し
た
一
九
一
四
年
八
月
を
、「
科
学
や
統
計
学
の
対
象
と
し
て
で
は
な
く
、
生
き
生
き
と
し
た
、
わ
れ
わ
れ
の
一
人
一
人
を
感
動
さ
せ
る
生
の
潮
と
し
て
の
、
民
族
と
大
衆
の
発
見
」12
だ
と
主
張
し
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
自
由
の
理
念
」
と
は
「
超
個
人
的
な
共
同
精
神
の
自
立
的
で
意
識
的
な
肯
定
の
自
由
」、「
全
体
に
た
い
し
て
自
由
意
思
に
し
た
が
っ
て
義
務
を
負
う
自
由
、
全
体
の
内
部
に
お
け
る
個
々
人
の
個
人
的
で
生
き
生
き
と
し
た
独
創
性
の
自
由
」、「
共ゲマ
イ
ン
・
ジ
ン
同
意
識
と
規
律
の
自
由
」
に
あ
る
と
表
明
し
て
い
る13
。「
ド
イ
ツ
文
化
」
の
こ
う
し
た
「
自
由
の
理
念
」
こ
そ
が
、「
地
球
を
巨
大
な
独
占
的
諸
勢
力
へ
と
分
割
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
諸
勢
力
の
恐
ろ
し
い
最
終
的
世
界
戦
争
か
ら
解
放
す
る
」
こ
と
に
な
る
と
い
う14
。
ト
レ
ル
チ
は
「
自
由
の
ド
イ
ツ
的
思
想
」（
一
九
一
六
年
）
の
な
か
で
、「
国
民
性
の
原
理
は
、
民
主
主
義
の
自
然
な
相
関
概
念
で
あ
り
」15、
そ
れ
ゆ
え
に
市
民
の
平
等
に
立
脚
す
る
フ
ラ
ン
ス
の
自
由
の
思
想
や
、
国
家
か
ら
の
個
々
人
の
独
立
に
立
脚
す
る
イ
ギ
リ
ス
の
自
由
の
思
想
は
「
国
民
性
の
原
理
」
を
必
要
と
す
る
の
に
た
い
し
て
、む
し
ろ
「
全
体
に
た
い
す
る
個
々
人
の
義
務
に
か
な
う
と
同
時
に
批
判
的
な
献
身
に
も
と
づ
く
組
織
的
な
民
族
統
一
は
、
自
由
な
精
神
的
な
教
養
の
独
立
と
個
性
に
よ
っ
て
補
わ
れ
訂
正
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
」、「
国
家
社
会
主
義Staatssozialism
us
」
と
「
教
養
個
人
主
義
」
に
も
と
づ
く
ド
イ
ツ
の
自
由
の
思
想
こ
そ
が
、
世
界
の
共
存
的
発
展
を
も
た
ら
す
の
だ
と
説
く
の
で
あ
る16
。
マ
イ
ネ
ッ
ケ
も
ま
た
開
戦
当
初
、
多
く
の
知
識
人
と
同
様
に
戦
争
へ
の
熱
狂
の
な
か
で
ド
イ
ツ
を
擁
護
す
る
い
く
つ
も
の
論
説
を
発
表
し
て
い
る
。「
ド
イ
ツ
と
ゲ
ル
マ
ン
民
族
の
小
国
家
」（
一
九
一
五
年
）
で
は
、
敵
国
が
ド
イ
ツ
を
「
文
化
戦
争
」
と
い
う
こ
と
ば
を
も
ち
い
て
中
傷
す
る
の
に
た
い
し
て
反
論
し
て
い
る
が17
、
一
九
一
四
年
八
月
初
め
に
書
か
れ
た
「
政
治
と
文
化
」
で
は
、
権
力
政
治
と
文
化
と
の
関
係
を
問
い
な
が
ら
、「
文
化
に
乏
し
い
0
0
0
0
0
0
政
治
」
か
「
文
化
に
よ
っ
て
満
た
さ
れ
高
め
ら
れ
た
政
治
」
か
、
が
問
題
な
の
で
あ
っ
て
、「
わ
れ
わ
れ
の
国
家
、
わ
れ
わ
れ
の
権
力
政
治
、
わ
れ
わ
れ
の
戦
争
は
、
わ
れ
わ
れ
の
国
民
文
化
の
最
高
の
財
産
に
奉
仕
す
る
も
の
で
あ
り
」、
あ
く
ま
で
そ
う
し
た
財
産
や
文
化
を
守
る
た
め
の
防
衛
戦
争
で
あ
る
と
し
、
ド
イ
ツ
の
立
場
を
擁
護
す
る
の
で
あ
る18
。  
　
マ
ッ
ク
ス
・
シ
ェ
ー
ラ
ー
は
『
戦
争
の
創ゲ
ー
ニ
ウ
ス
造
的
精
神
と
ド
イ
ツ
の
戦
争
』
（
一
九
一
五
年
）
で
、
イ
ギ
リ
ス
の
功
利
主
義
的
な
経
済
の
も
と
に
発
展
し
て
き
た
個
々
人
の
「
契
約Vertrag
」
に
も
と
づ
く
「
実
用
性
の
文
明
」
に
た
い
22
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し
て
、
自
由
な
「
精
神
文
化
」
を
対
置
さ
せ
、
前
者
の
功
利
主
義
的
な
価
値
が
国
際
的
で
普
遍
的
な
「
人
間
性
」
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
の
に
た
い
し
て
、
後
者
の
精
神
文
化
の
価
値
は
「
個
別
的individuell
」
で
「
国
民
的
」
な
も
の
を
、
諸
国
家
や
組
織
化
さ
れ
た
「
民
族
」
の
政
治
的
な
自
由
や
自
立
性
を
目
指
す
も
の
で
あ
っ
て
、
ド
イ
ツ
の
戦
争
は
自
由
な
精
神
文
化
を
解
放
す
る
た
め
の
闘
い
な
の
だ
と
主
張
す
る19
。
そ
も
そ
も
戦
争
と
は
、「
わ
れ
わ
れ
が
国
家
と
呼
ぶ
精
神
的
な
諸
々
の
集
団
的
人
格
性
の
あ
い
だ
の
権
力
と
意
志
の
対
決
」
で
あ
り
、
戦
争
の
目
的
は
「
た
ん
に
事
実
上
の
あ
る
い
は
法
的
に
形
成
さ
れ
た
利
害
共
同
体
」
で
は
な
く
、「
民
族
」
や
「
国
民
」
と
い
っ
た
「
真
正
な
る
愛
の
団
結
の
諸
形
態
」
を
形
成
し
拡
張
す
る
こ
と
に
あ
り
、「
戦
争
は
精
神
か
ら
生
ま
れ
、
そ
の
も
っ
と
も
深
い
中
心
部
分
に
お
い
て
精
神
の
た
め
に
あ
る
」20。
い
ま
や
わ
れ
わ
れ
は
全
世
界
か
ら
見
放
さ
れ
て
は
い
る
が
、
し
か
し
大
戦
は
、
ド
イ
ツ
帝
国
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
密
接
な
連
携
を
も
た
ら
す
だ
け
で
な
く
、「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
政
治
的
、
精
神
的
、
経
済
的
な
連
帯
」
へ
の
道
を
切
り
開
く
も
の
だ
と
い
う
の
で
あ
る21
。
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
は
大
戦
が
勃
発
す
る
と
す
ぐ
に
「
戦
時
随
想
」
（
一
九
一
四
年
）、「
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
と
大
同
盟
」（
一
九
一
五
年
）、「
戦
争
に
関
す
る
随
想
」（
一
九
一
五
年
）
で
戦
争
を
支
持
す
る
文
章
を
発
表
し
、
さ
ら
に
一
九
一
五
年
か
ら
一
八
年
の
終
戦
直
後
に
わ
た
っ
て
、
戦
争
に
た
い
す
る
マ
ン
の
姿
勢
を
批
判
す
る
フ
ラ
ン
ス
の
作
家
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
と
兄
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
マ
ン
の
エ
ッ
セ
イ
「
ゾ
ラ
」
に
た
い
し
て
そ
の
反
論
と
し
て
書
か
れ
た
『
非
政
治
的
人
間
の
考
察
』
で
は
、
と
り
わ
け
西
欧
の
文
明
に
た
い
す
る
ド
イ
ツ
の
文
化
を
擁
護
す
る
議
論
を
展
開
し
て
い
る
。
マ
ン
は
そ
こ
で
精
神
と
政
治
、
文
化
と
文
明
、
魂
と
社
会
、
自
由
と
選
挙
権
、
芸
術
と
文
学
、
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
と
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
と
を
区
別
し
、「
ド
イ
ツ
精
神D
eutschtum
と
は
、
文
化
、
魂
、
自
由
、
芸
術
で
あ
り
、
文
明
、
社
会
、
選
挙
権
、
文
学
で
は
な
い
0
0
」
と
主
張
し
、
大
戦
を
ド
イ
ツ
文
化
に
た
い
す
る
文
明
の
戦
争
だ
と
位
置
づ
け
て
い
る22
。
マ
ン
は
、
自
分
の
思
考
に
も
ま
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
な
理
性
と
啓
蒙
の
理
念
が
浸
透
し
て
い
る
こ
と
を
認
め
つ
つ
、
ハ
イ
リ
ヒ
・
マ
ン
や
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
の
よ
う
な
、民
主
主
義
理
念
の
代
表
者
と
し
て
も
っ
ぱ
ら
文
明
の
側
に
立
ち
、
ド
イ
ツ
文
化
の
後
進
性
、
暴
力
性
を
批
判
す
る
人
間
た
ち
を
「
文
明
の
文
士
」
と
呼
び
執
拗
に
批
判
す
る
の
で
あ
る
。
文
化
が
「
芸
術
的
に
組
織
し
、構
築
し
、
生
を
維
持
し
、
生
を
浄
化
す
る
原
理
」
で
あ
る
の
に
た
い
し
て
、
文
明
は
そ
の
よ
う
に
組
織
さ
れ
構
築
さ
れ
た
も
の
を
「
解
体
」
す
る
傾
向
を
も
つ23
。
人
間
は
た
ん
に
「
社
会
的
存
在
」
と
し
て
の
「
個
人Individuum
」
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
「
形
而
上
学
的
存
在
」
と
し
て
の
「
個
的
人
格
性Persönlichkeit
」
で
も
あ
り
、
マ
ン
は
そ
こ
に
「
大
衆
」
と
「
民
族
」
と
の
相
違
を
認
め
、「
形
而
上
学
的
な
民
族
」
こ
そ
が
普
遍
的
な
も
の
の
担
い
手
だ
と
主
張
す
る24
。
イ
ギ
リ
ス
の
「
功
利
主
義
的
啓
蒙
主
義
」
も
フ
ラ
ン
ス
の
「
幸
福
博
愛
主
義
」
も
倫
理
的
な
問
題
を
解
決
す
る
手
段
と
は
な
り
え
な
い25
。「
国
民
の
共
和
化
」
は
ド
イ
ツ
精
神
の
平
均
化
、
狭
隘
化
、
貧
困
化
を
も
た
ら
す
だ
け
で
あ
り
、「
民
族
国
家
」
と
い
う
か
た
ち
を
と
っ
た
「
民
族
の
政
治
化
」
が
、「
公
民
教
育
」
で
は
な
く
「
人
間
形
成
」
と
し
て
の
教
育
が
必
要
だ
と26
、
平
等
は
自
由
を
意
味
し
な
い
ば
か
り
で
な
く
ジ
ャ
コ
バ
ン
主
義
的
な
専
制
を
生
み
だ
す
が
ゆ
え
に
、
平
等
選
挙
制
よ
り
も
「
多
元
的
選
挙
制
」
が
有
益
で
あ
る
と27
、
ド
イ
ツ
の
精
神
的
自
由
を
保
証
し
て
く
れ
る
の
は
民
主
制
で
は
な
く
「
君
主
制M
onarchie
」
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
自
分
は
君
主
制
を
支
持
す
る
と
主
張
す
る
の
で
あ
る28
。
マ
ン
は
な
に
よ
り
、「
文
明
の
文
士
」
が
と
な
え
る
啓
蒙
主
義
的
、
合
理
主
義
的
、
民
主
主
義
的
政
治
の
「
非
人
間
性U
nm
enschlichkeit
」
を
強
調
し
、
大
戦
は
ド
イ
ツ
の
政
治
化
に
た
い
す
る
「
抗
プ
ロ
テ
ス
ト
議
」
で
あ
る
と
、
さ
ら
に
「
戦
争
に
よ
る
個
人
の
野
蛮
化
」
よ
り
も
「
戦
争
に
よ
る
人
間
的
な
も
の
の
高
揚
、
昇
華
、
純
化
」
を
強
23
ヴァルター・ベンヤミンのクラウス論における「非人間的なもの」の概念（内村）
調
し29
、「
人
間
的
な
も
の
を
尊
重
し
、
愛
し
、
肯
定
す
る
者
」
は
「
人
間
的
な
も
の
の
さ
ま
ざ
ま
な
変
種
の
な
か
の
戦
士
と
い
う
変
種
」
を
も
尊
重
す
べ
き
だ
と
論
じ
る
の
で
あ
る30
。
　
戦
争
を
擁
護
し
、
文
化
、
人
間
性
、「
全
人
間
的
な
も
の
」
を
強
調
す
る
こ
う
し
た
大
戦
期
の
ド
イ
ツ
知
識
人
た
ち
の
議
論
に
た
い
し
て
、
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
は
反
戦
の
立
場
を
明
確
に
す
る
ク
ラ
ウ
ス
の
姿
勢
を
支
持
す
る
の
だ
が
、
そ
れ
と
同
時
に
、
市
ブ
ル
ジ
ョ
ア民
階
級
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
社
会
に
潜
む
文
化
的
・
政
治
的
矛
盾
を
暴
く
ク
ラ
ウ
ス
の
論
争
術
の
徹
底
し
た
「
擬
態
」
の
「
身
振
り
」
に
こ
そ
、
逆
説
的
に
「
唯
一
人
間
の
尊
厳
に
ふ
さ
わ
し
い
」
姿
勢
が
潜
ん
で
い
る
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
　
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
は
ま
ず
そ
の
「
身
振
り
」
を
、
ク
ラ
ウ
ス
の
攻
撃
相
手
で
あ
る
新
聞
と
の
関
係
の
な
か
で
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
に
よ
る
な
ら
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
に
よ
っ
て
画
定
さ
れ
る
は
ず
だ
っ
た
「
私
的
な
も
の
と
公
的
な
も
の
と
の
境
界
設
定
」
が
新
聞
の
「
饒
舌
さ
」
に
よ
っ
て
曖
昧
な
も
の
に
さ
れ
て
し
ま
っ
た
が
ゆ
え
に
、「
饒
舌
さ
の
う
ち
に
魔デモ
ー
ニ
シ
ュ
神
的
な
か
た
ち
で
混
ざ
り
あ
っ
て
い
る
公
的
な
領
域
と
私
的
な
領
域
と
を
弁
証
法
的
に
対
決
さ
せ
、
現
実
の
人
間
存
在
を
勝
利
へ
と
導
く
こ
と
」
が
、
ク
ラ
ウ
ス
の
追
求
す
る
課
題
な
の
だ
と
い
う31
。
た
と
え
ば
、
ク
ラ
ウ
ス
が
論
じ
る
オ
ッ
フ
ェ
ン
バ
ッ
ク
の
オ
ペ
レ
ッ
タ
で
は
、
市
民
の
典
型
的
な
理
念
と
し
て
の
真
、
善
、
美
が
、
ナ
ン
セ
ン
ス
、
愚
か
さ
、
弱
さ
と
し
て
演
じ
ら
れ
る
が
、「
公
共
の
規
律
の
深
い
無
意
味
さ
」
の
な
か
に
「
私
的
な
無
規
律
の
深
い
意
味
」
が
暴
か
れ
、
そ
こ
に
「
唯
一
道
徳
的
な
、
唯
一
人
間
の
尊
厳
に
ふ
さ
わ
し
い
世
界
の
法
た
る
ア
ナ
ー
キ
ー
」
が
し
め
さ
れ
る32
。
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
は
、
諷
刺
家
ク
ラ
ウ
ス
の
姿
を
古
代
ア
テ
ネ
の
伝
説
的
な
人
間
嫌
い
テ
ィ
ー
モ
ン
に
た
と
え
て
「
人
食
い
」、「
非
人
間
」
と
形
容
し
て
い
る
が
、「
人
食
い
的
な
も
の
」、「
非
人
間
的
な
も
の
」
を
つ
う
じ
て
「
魔デモ
ー
ニ
シ
ュ
神
的
な
も
の
」
を
克
服
す
る
こ
と
に
ク
ラ
ウ
ス
の
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
を
認
め
、
こ
う
し
た
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
こ
そ
が
「
唯
一
道
徳
的
な
、
唯
一
人
間
の
尊
厳
に
ふ
さ
わ
し
い
」
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。「
デ
ー
モ
ン
の
力
は
こ
の
世
界
で
は
潰
え
て
い
る
。
デ
ー
モ
ン
の
半
人
間
的
な
も
の
、
あ
る
い
は
人
間
以
下
の
も
の
が
、真
に
非
人
間
的
な
も
の
に
よ
っ
て
克
服
さ
れ
る
」33。
し
た
が
っ
て
「
権
威
」
は
、
新
聞
の
文
章
構
造
の
な
か
で
「
常フ
ラ
ー
ゼ
套
句
」
の
背
後
に
隠
れ
た
言
語
の
冒
涜
や
受
難
を
見
つ
け
だ
す
と
い
う
か
た
ち
で
行
使
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
「
支
配
権
力
に
よ
っ
て
価
値
を
貶
め
ら
れ
た
も
ろ
も
ろ
の
理
想
」
を
廃
棄
し
、
こ
の
支
配
権
力
か
ら
み
ず
か
ら
を
区
別
す
る
こ
と
を
つ
う
じ
て
逆
説
的
に
見
い
だ
さ
れ
る
も
の
な
の
で
あ
っ
て
―
―
そ
れ
は
ク
ラ
ウ
ス
が
第
一
次
世
界
大
戦
に
た
い
し
て
『
炬
フ
ァ
ッ
ケ
ル
火
』
を
中
断
す
る
こ
と
で
抗
議
し
た
「
沈
黙
」
と
い
う
か
た
ち
で
し
め
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
―
―
、そ
れ
が
『
炬
フ
ァ
ッ
ケ
ル
火
』
と
い
う
「
新
聞=
知
ら
せZeitung
」
の
使
命
だ
と
い
う
の
で
あ
る34
。
　
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
に
よ
る
な
ら
、
自
己
表
現
と
暴
露
と
を
交
錯
さ
せ
る
「
擬
態
」
の
「
身
振
り
」
と
し
て
の
こ
の
ク
ラ
ウ
ス
の
論
争
術
の
根
底
に
は
、「
根
源
」
と
名
を
め
ぐ
る
言
語
理
論
が
あ
る
。
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
は
そ
の
こ
と
を
、
ゲ
オ
ル
ゲ
と
ク
ラ
ウ
ス
の
言
語
観
を
対
比
的
に
論
じ
る
こ
と
で
説
明
し
て
い
る
。
ゲ
オ
ル
ゲ
の
言
語
が
聖
職
者
的
な
側
面
を
、「
予
言
者
の
媒メ
ー
デ
ィ
ウ
ム
体=
手
段
」、「
支
配
者
の
媒メ
ー
デ
ィ
ウ
ム
体=
手
段
」
と
い
う
側
面
を
も
つ
と
す
れ
ば
、ク
ラ
ウ
ス
は
、言
語
と
は
「
名
を
神
聖
な
る
も
の
と
し
て
崇
め
る
た
め
の
場=
舞
台
」
で
あ
る
、
と
い
う
ユ
ダ
ヤ
的
確
信
を
も
っ
て
、「
肉
と
化
し
た
こ
と
ばW
ortleib
」
と
い
う
ゲ
オ
ル
ゲ
の
呪
術
に
対
抗
す
る
の
だ
と
い
う35
。
　
ク
ラ
ウ
ス
は
「
三
十
年
後
」（
一
九
二
九
年
）
と
い
う
詩
の
な
か
で
ゲ
オ
ル
ゲ
に
つ
い
て
、「
彼
は
根
源U
rsprung
か
ら
き
た
の
で
は
な
か
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
が36
、
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
は
こ
の
箇
所
に
触
れ
つ
つ
、「
死
に
瀕
し
て
い
る
人
24
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間
」37（
一
九
一
三
年
）
と
い
う
詩
か
ら
「
お
ま
え
は
根
源
に
と
ど
ま
る
―
―
根
源
こ
そ
、
目
標
な
の
だ
」
と
い
う
こ
と
ば
を
、「
お
ま
え
は
根
源
か
ら
き
た
―
―
根
源
こ
そ
、
目
標
な
の
だ
」
と
変
形
し
て
引
用
し
て
い
る
。
他
方
、
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
は
言
及
し
て
い
な
い
が
、ク
ラ
ウ
ス
は
他
の
箇
所
で
「
根
源
」
に
つ
い
て
、
お
そ
ら
く
カ
ン
ト
の
「
定
言
命
法
」、「
君
の
人
格
な
ら
び
に
、
い
か
な
る
他
の
人
々
の
人
格
の
な
か
に
あ
る
人
間
性M
enschheit
を
も
つ
ね
に
同
時
に
目
的
と
し
て
、
け
っ
し
て
た
ん
に
手
段
と
し
て
で
は
な
く
も
ち
い
る
べ
く
行
為
せ
よ
」38、
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
、
真
の
「
転
覆U
m
sturz
」
は
「
根
源
へ
と
向
か
う
、
そ
こ
で
は
人
間
は
手
段
で
は
な
く
目
的
で
あ
る
と
定
め
ら
れ
て
い
る
」39
と
述
べ
て
い
る
。
ク
ラ
ウ
ス
で
は
真
の
「
転
覆
」
は
目
的
と
し
て
の
人
間
を
め
ざ
し
て
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
ゲ
オ
ル
ゲ
に
は
欠
け
て
い
る
と
さ
れ
る
の
だ
が
、
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
は
ク
ラ
ウ
ス
の
「
根
源
」
と
い
う
概
念
を
、
さ
ら
に
「
死
に
瀕
し
て
い
る
人
間
」
と
関
連
さ
せ
つ
つ
「
神
の
慰
め
、
約
束Verheißung
」
と
結
び
つ
く
も
の
と
し
て
解
釈
し
、『
ド
イ
ツ
悲
劇
の
根
源
』（
一
九
二
五
年
）
の
文
章
を
自
己
引
用
し
て
い
る
。「
こ
の
〈
根
源
〉
―
―
そ
れ
は
、
諸
現
象
の
真
正
さ
の
証
し
と
な
る
し
る
しEchtheitssiegel
で
あ
る
―
―
は
、
ひ
と
つ
の
発
見
の
対
象
で
あ
り
、
こ
の
発
見
は
、
唯
一
無
二
の
あ
り
方
で
再
認
と
結
び
つ
い
て
い
る
」40。『
ド
イ
ツ
悲
劇
の
根
源
』
で
は
、「
根
源
」
は
歴
史
的
概
念
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
て
、
生
成
や
変
化
と
い
う
か
た
ち
で
現
わ
れ
て
く
る
も
の
で
は
な
く
、「
翻
訳
者
の
使
命
」
を
参
照
し
つ
つ
理
解
す
る
な
ら
、名
、つ
ま
り
「
神
の
記
憶
へ
の
指
示
」
の
可
能
性
の
も
と
に
、
潜
在
的
な
諸
「
事
実
」
の
配
置
の
な
か
で
再
認
さ
れ
、
発
見
さ
れ
る
も
の
と
し
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
ク
ラ
ウ
ス
論
に
お
い
て
も
「
根
源
」
は
、「
神
の
慰
め
、
約
束
」
と
結
び
つ
け
ら
れ
、
対
象
の
「
真
正
さ
の
証
し
と
な
る
し
る
し
」
と
し
て
、そ
こ
で
「
真
正
な
」
も
の
、
つ
ま
り
語
源
的
な
意
味
に
お
け
る
本
来
的
な
結
び
つ
き
―
―
「
真
正
なecht
」
と
い
う
語
に
は
「
規
約=
法
規G
esetz
」
に
適
っ
た
と
い
う
意
味
が
あ
る
―
―
が
「
発
見
」
さ
れ
、
唯
一
無
二
の
も
の
と
し
て
「
再
認
」
さ
れ
る
場
と
し
て
論
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
は
、
ク
ラ
ウ
ス
が
こ
の
哲
学
的
な
認
識
を
抒
情
詩
に
お
け
る
韻
の
機
能
に
見
い
だ
し
た
と
説
明
し
て
い
る
。「
韻
―
―
そ
れ
は
デ
ー
モ
ン
を
墓
場
へ
と
担
い
で
い
く
二
人
の
天
使
像
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
デ
ー
モ
ン
は
、
精
神
と
性
と
の
中
間
的
存
在
と
し
て
生
ま
れ
お
ち
た
そ
の
素
性
ゆ
え
に
、
根
源
の
も
と
で
倒
れ
た
の
だ
。
デ
ー
モ
ン
の
剣
と
盾
―
―
つ
ま
り
概
念
と
罪=
負
債
―
―
は
、
そ
の
手
か
ら
滑
り
落
ち
、
デ
ー
モ
ン
を
打
ち
殺
し
た
天
使
の
足
下
で
ア
レ
ゴ
リ
ー
画
と
化
し
た
の
で
あ
る
」41。
ク
ラ
ウ
ス
は
、「
韻
」
と
い
う
エ
ッ
セ
イ
の
な
か
で
、「
韻
」
と
は
「
響
き
で
あ
る
と
同
時
に
、
二
つ
の
感
覚
世
界
な
い
し
表
象
世
界
を
同
化
さ
せ
る
強
制
で
あ
る
」
と
、響
き
と
「
思
想G
edanke
」
と
の
内
的
で
必
然
的
な
「
合
一Einheit
」
で
あ
り
、
そ
れ
は
ひ
と
つ
の
「
被
造
物
」
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る42
。
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
は
『
ド
イ
ツ
悲
劇
の
根
源
』
で
、
認
識
の
対
象
が
意
識
の
連
関
の
な
か
に
概
念
を
つ
う
じ
て
獲
得
さ
れ
る
の
に
た
い
し
て
、「
真
理
」
と
は
「
概
念
に
お
け
る
統
一
」
と
し
て
で
は
な
く
、「
存
在
に
お
け
る
統
一
」
と
し
て
歴
史
的
な
叙
述
の
な
か
に
現
わ
れ
て
く
る
は
ず
の
も
の
だ
と
論
じ
て
い
る
が
、ク
ラ
ウ
ス
の
韻
の
理
論
を
「
根
源
」
の
概
念
と
結
び
つ
け
、
抒
情
詩
に
お
い
て
概
念
が
「
真
理
」
に
か
か
わ
る
こ
と
が
で
き
な
い
ゆ
え
に
担
う
こ
と
に
な
る
歴
史
的
な
「
罪=
負
債
」
を
、「
韻
」
が
響
き
と
「
思
想
」
と
の
内
的
で
必
然
的
な
「
合
一
」、「
真
正
な
も
の
」
の
新
た
な
発
見
と
再
認
を
つ
う
じ
て
暴
き
だ
す
「
根
源
」
と
し
て
機
能
す
る
と
理
解
す
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
韻
は
「
擬
態
」
的
な
性
格
を
担
っ
て
い
る
が
ゆ
え
に
「
放
縦
な
天
使
」
で
も
あ
り
、そ
の
「
舞
踊
的
な
も
の
」
へ
の
「
擬
態
」
の
「
身
振
り
」
を
つ
う
じ
て
、
ク
ラ
ウ
ス
の
「
非
人
間
」
は
ゲ
オ
ル
ゲ
の
「
魔デモ
ー
ニ
シ
ュ
神
的
」
な
「
肉
と
化
し
た
こ
と
ば
」
と
弁
証
法
的
に
対
決
す
る
こ
と
に
な
25
ヴァルター・ベンヤミンのクラウス論における「非人間的なもの」の概念（内村）
る
と
い
う
の
で
あ
る43
。
　
他
方
、
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
は
、
ク
ラ
ウ
ス
に
お
い
て
韻
が
根
源
と
関
係
す
る
と
す
れ
ば
、
名
は
破
壊
と
関
係
す
る
も
の
と
理
解
し
て
い
る
。
ク
ラ
ウ
ス
の
言
語
に
は
「
近
さ
と
遠
さ
と
い
う
エ
ロ
ス
的
な
原
初
の
関
係
」44
が
、
韻
と
名
と
し
て
響
い
て
く
る
と
い
う
。「
韻
と
し
て
、
言
語
は
被
造
物
の
世
界
か
ら
湧
き
あ
が
り
、
名
と
し
て
、
言
語
は
す
べ
て
の
被
造
物
を
そ
れ
自
身
へ
と
引
き
上
げ
る
」45。
ク
ラ
ウ
ス
の
詩
「
孤
独
な
人
々die Verlassenen
」
で
は
、
魂
は
快
楽
か
ら
顔
を
そ
む
け
、
た
が
い
に
孤
立
し
て
い
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
は
そ
こ
に
言
語
と
エ
ロ
ス
の
関
係
を
読
み
と
り
、
言
語
と
エ
ロ
ス
は
た
が
い
に
引
き
は
な
さ
れ
て
「
孤
独
な
」
の
で
あ
り
、
し
か
し
た
が
い
に
と
も
に
あ
っ
て
も
や
は
り
「
孤
独
な
」
の
だ
と
、さ
ら
に
韻
と
名
も
ま
た
そ
う
な
の
だ
と
説
明
し
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
名
と
い
う
言
語
圏
か
ら
、
も
っ
ぱ
ら
そ
こ
か
ら
の
み
、
ク
ラ
ウ
ス
の
論
争
術
の
基
本
的
な
手
法
が
明
ら
か
に
な
る
。
そ
の
手
法
と
は
、
つ
ま
り
、
引
用
で
あ
る
。
ひ
と
つ
の
語
を
引
用
す
る
こ
と
は
、
そ
の
語
を
名
で
呼
ぶ
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
」46。
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
は
「
引
用
」
に
二
重
の
機
能
を
認
め
る
。
一
方
に
お
い
て
、
ク
ラ
ウ
ス
が
多
用
す
る
「
引
用
」
は
、
俳
優
の
身
振
り
を
つ
う
じ
て
論
争
相
手
の
化
け
の
皮
を
剥
ぐ
た
め
の
小
道
具
と
し
て
機
能
す
る
。
そ
こ
で
は
、
注
釈
者
の
「
二
義
的
」
な
謙
虚
さ
が
諷
刺
家
の
残
酷
さ
と
密
接
に
結
び
つ
き
、対
象
を
破
壊
し
尽
く
す
た
め
に
「
慇
懃
」
が
「
憎
悪
の
擬
態
」
と
な
り
、「
憎
悪
」
が
「
慇
懃
の
擬
態
」
と
な
っ
て
い
る47
。
他
方
に
お
い
て
、「
引
用
」
は
語
を
意
味
の
連
関
か
ら
切
り
離
し
、
新
た
な
連
関
の
な
か
に
お
く
機
能
を
も
つ
。
な
に
よ
り
ク
ラ
ウ
ス
の
功
績
は
、
新
聞
さ
え
も
引
用
可
能
な
も
の
に
す
る
と
い
う
点
に
あ
る
と
い
う
の
だ
が
、
新
聞
の
常フ
ラ
ー
ゼ
套
句
が
引
用
さ
れ
る
と
き
、
そ
れ
は
新
聞
雑
誌
の
ど
ん
な
に
深
い
沈
殿
物
の
な
か
に
埋
も
れ
て
い
て
も
、「
罰
を
下
そ
う
と
し
て
で
は
な
く
、
救
済
し
よ
う
と
し
て
近
づ
い
て
く
る
」
声
の
も
と
で
見
い
だ
さ
れ
る
と
い
う
。「
引
用
は
語W
ort
を
名
で
呼
び
だ
し
、
こ
の
語
を
そ
れ
が
置
か
れ
て
い
る
連
関
か
ら
破
壊
し
つ
つ
切
り
だ
す
の
だ
が
、
し
か
し
、
ま
さ
に
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
引
用
は
そ
の
破
壊
さ
れ
た
語
を
そ
の
根
源
へ
と
呼
び
も
ど
し
て
も
い
る
。
引
用
さ
れ
た
語
は
韻
を
失
う
こ
と
な
く
、
そ
の
音
を
響
か
せ
、
調
和
し
な
が
ら
、
新
し
い
テ
ク
ス
ト
の
構
造
の
な
か
に
姿
を
現
わ
す
。
韻
と
し
て
そ
の
語
は
、
自
身
の
ア
ウ
ラ
に
包
ま
れ
て
、
似
た
も
の
を
呼
び
集
め
、
名
と
し
て
は
、
孤
独
に
、
表
現
を
も
た
ぬ
ま
ま
佇
ん
で
い
る
。
言
語
の
ま
え
で
、こ
の
二
つ
の
領
域
―
―
根
源
と
破
壊
―
―
は
、
引
用
に
お
い
て
み
ず
か
ら
の
正
当
性
を
証
明
す
る
」48。「
引
用
す
るzitieren
」
と
い
う
語
に
は
、「
呼
び
出
す
、
召
喚
す
る
」
と
い
う
意
味
が
あ
る
が
、
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
は
、「
救
い
だ
し
ま
た
罰
を
く
だ
す
引
用
」
の
な
か
に
は
「
天
使
の
言
語
」
が
映
し
だ
さ
れ
て
い
る
と
、
こ
の
「
天
使
の
言
語
」
に
お
い
て
す
べ
て
の
語
は
意
味
の
連
関
か
ら
揺
り
起
こ
さ
れ
、「
創
造
の
書
物
の
な
か
の
題モッ
ト
ー詞
」
と
な
っ
た
と
説
明
す
る
。「
引
用
」
は
「
語
」
を
そ
れ
が
置
か
れ
て
い
る
意
味
の
連
関
か
ら
切
り
離
し
、
名
、
つ
ま
り
「
神
の
記
憶
へ
の
指
示
」
の
可
能
性
の
も
と
に
諸
「
事
実
」
の
配
置
の
な
か
に
現
わ
れ
る
べ
く
召
喚
す
る
機
能
を
担
っ
て
い
る
と
、
そ
の
と
き
名
は
対
象
を
事
象
の
因
果
関
係
の
連
鎖
か
ら
引
き
離
し
、
一
回
的
で
唯
一
的
な
生
や
出
来
事
と
し
て
指
示
す
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
の
だ
が
、
そ
れ
ゆ
え
に
「
引
用
」
の
破
壊
的
な
機
能
は
「
罪=
負
債
」
に
た
い
し
て
「
罰
を
下
す
」
だ
け
で
な
く
、「
救
済
」
を
も
た
ら
す
べ
く
特
別
な
意
味
を
担
っ
て
い
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
2
　
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
は
こ
う
し
て
、「
擬
態
」
の
「
身
振
り
」
を
つ
う
じ
て
論
争
相
26
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手
の
仮
面
を
剥
ぐ
ク
ラ
ウ
ス
の
論
争
術
の
根
底
に
は
、根
源
と
破
壊
を
め
ぐ
る
、
「
罪=
負
債
」
と
「
救
済
」
を
め
ぐ
る
言
語
理
論
が
あ
る
と
論
じ
る
の
だ
が
、
さ
ら
に
ま
た
反
動
と
革
新
と
を
交
錯
さ
せ
る
ク
ラ
ウ
ス
の
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
を
、
こ
の
根
源
と
破
壊
と
い
う
概
念
を
つ
う
じ
て
説
明
す
る
。
　
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
は
ク
ラ
ウ
ス
の
エ
ッ
セ
イ
「
黙
示
録
」
か
ら
、「
人
間
性
、教
養
、
そ
し
て
自
由
と
は
、
血
、
悟
性
、
そ
し
て
人
間
の
尊
厳
に
よ
っ
て
贖
わ
れ
た
と
し
て
も
高
す
ぎ
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
、
貴
重
な
財
産
な
の
だ
」、
と
い
う
こ
と
ば
を
引
用
し49
、
そ
こ
に
人
間
性
、
教
養
、
自
由
の
た
め
に
「
人
権
」
を
も
犠
牲
に
す
る
「
人
食
い
」
と
し
て
の
「
反
動
的
」
な
諷
刺
家
ク
ラ
ウ
ス
の
論
争
術
を
認
め
る
。
そ
こ
で
さ
ら
に
、「
人
食
い
」
と
「
人
権
」
と
の
こ
の
対
決
を
、
マ
ル
ク
ス
の
「
ユ
ダ
ヤ
人
問
題
に
よ
せ
て
」（
一
八
四
四
年
）
に
お
け
る
「
政
治
的
人
間
」
と
「
非
政
治
的
人
間
」
と
の
対
決
と
く
ら
べ
る
な
ら
、「
一
九
〇
九
年
の
ク
ラ
ウ
ス
の
こ
の
戯
れ
の
反
動
―
―
古
典
的
な
人
間
性
の
理
想
に
た
い
す
る
反
動
―
―
が
、
機
会
さ
え
あ
れ
ば
、
現
実
的
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
へ
の
信
仰
告
白
に
反
転
す
る
可
能
性
を
、
い
か
に
完
全
に
秘
め
た
も
の
で
あ
っ
た
か
」50、
が
見
極
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
と
説
明
す
る
。
つ
ま
り
、
ク
ラ
ウ
ス
の
論
争
術
の
根
底
に
は
教
養
世
界
の
両
極
性
、「
古
典
的
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
」
と
「
現
実
的
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
」
が
あ
り
、
こ
の
両
極
性
が
諷
刺
家
ク
ラ
ウ
ス
の
「
戯
れ
の
反
動
」
を
特
徴
づ
け
て
い
る
、
と
い
う
。
　
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
は
「
古
典
的
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
」
を
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
シ
ラ
ー
の
二
行
詩
を
引
用
し
つ
つ
説
明
し
て
い
る
。「
貴
族
は
倫
理
的
な
世
界
に
も
存
在
す
る
。
卑
し
い
者
た
ち
は
／
そ
の
行
為Tun
で
支
払
い
、
高
貴
な
者
た
ち
は
そ
の
存
在Sein
で
支
払
う
」51。
こ
の
二
行
詩
か
ら
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
は
、
ゲ
ー
テ
や
シ
ラ
ー
の
ヴ
ァ
イ
マ
ー
ル
期
の
「
人フマ
ニ
テ
ー
ト
間
性
」
が
「
封
建
領
主
の
高
潔
な
心
」
と
「
世
界
市
民
の
誠
実
な
心
」
と
が
交
差
す
る
点
に
あ
る
と
位
置
づ
け
、
そ
こ
に
ヴ
ァ
イ
マ
ー
ル
期
の
「
人
間
性
」
の
特
徴
と
限
界
を
認
め
る
の
で
あ
る
。
一
九
二
八
年
に
百
科
事
典
の
「
ゲ
ー
テ
」
の
項
目
の
た
め
に
記
し
た
文
章
の
な
か
で
、
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
は
ゲ
ー
テ
が
近
代
的
な
市
民
的
文
化
を
発
展
さ
せ
る
役
割
を
担
い
な
が
ら
、
自
分
を
市
ブ
ル
ジ
ョ
ア民
階
級
の
先
頭
に
立
っ
て
闘
う
者
と
し
て
で
は
な
く
、
市
ブ
ル
ジ
ョ
ア民
階
級
が
ド
イ
ツ
の
封
建
体
制
へ
と
派
遣
し
た
代
表
と
し
て
認
識
し
、
市
民
的
文
化
は
封
建
体
制
の
絶
対
的
支
配
の
庇
護
の
も
と
で
の
み
発
展
し
う
る
と
い
う
家
父
長
的
な
考
え
方
を
も
っ
て
い
た
と
論
じ
て
い
る52
。す
な
わ
ち
、ゲ
ー
テ
は
市
ブ
ル
ジ
ョ
ア民
階
級
の
社
会
的
解
放
、
世
界
市
民
的
解
放
が
封
建
的
で
家
父
長
的
な
政
治
形
態
の
も
と
で
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
考
え
を
も
っ
て
い
た
と
い
う
の
だ
が
、
そ
れ
は
最
終
的
に
「
シ
ュ
テ
ィ
フ
タ
ー
に
よ
っ
て
定
着
さ
れ
た
、
あ
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
的
消
尽
点
」
を
特
徴
づ
け
る
も
の
で
あ
り
、
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
は
そ
の
消
尽
点
に
ク
ラ
ウ
ス
の
古
典
主
義
的
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
「
根
源
」
が
あ
る
説
明
す
る
の
で
あ
る
。
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
は
「
ゲ
ー
テ
」
で
、
ゲ
ー
テ
が
ボ
ヘ
ミ
ア
の
湯
治
場
カ
ー
ル
ス
バ
ー
ド
で
長
編
小
説
『
親
和
力
』（
一
八
〇
九
年
）
を
書
い
て
い
る
さ
い
に
、
シ
ュ
レ
ー
ジ
エ
ン=
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
貴
族
や
将
校
た
ち
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
攻
撃
か
ら
逃
れ
た
亡
命
者
た
ち
と
知
り
合
う
機
会
を
え
た
こ
と
に
触
れ
て
い
る53
。『
親
和
力
』
の
な
か
で
は
凋
落
の
傾
向
に
あ
る
存
在
と
し
て
描
か
れ
る
こ
の
い
わ
ゆ
る
ユ
ン
カ
ー
た
ち
は
、
実
際
に
そ
の
後
も
プ
ロ
イ
セ
ン
の
支
配
の
中
枢
を
担
い
、
一
八
七
一
年
、
プ
ロ
イ
セ
ン
が
普
仏
戦
争
に
勝
利
す
る
と
、
そ
の
指
導
権
を
握
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
影
響
力
を
増
大
さ
せ
、
市ブル
ジ
ョ
ア
民
階
級
に
た
い
し
て
第
一
次
世
界
大
戦
に
い
た
る
ま
で
支
配
的
な
地
位
を
保
持
し
つ
づ
け
る
こ
と
に
な
る
。
　
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
は
「
ゲ
ー
テ
」
で
さ
ら
に
、
第
一
次
世
界
大
戦
前
後
の
、
ゲ
オ
ル
ゲ
、
ホ
ー
フ
マ
ン
ス
タ
ー
ル
、
ル
ー
ド
ル
フ
・
ボ
ル
ヒ
ャ
ル
ト
な
ど
の
新
ロ
マ
ン
主
義
の
思
潮
に
つ
い
て
、「
弱
体
化
し
た
封
建
的
権
威
者
た
ち
の
庇
護
の
27
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も
と
に
、
市
ブ
ル
ジ
ョ
ア民
階
級
の
前
線
部
隊
を
少
な
く
と
も
文
化
の
領
域
に
お
い
て
救
お
う
と
す
る
」
最
後
の
試
み
だ
っ
た
と
記
し
て
い
る
が
、
ク
ラ
ウ
ス
論
で
は
表
現
主
義
に
認
め
ら
れ
る
「
罪=
負
債
の
意
識
」
の
「
根
源
」
に
は
こ
う
し
た
ド
イ
ツ
の
市
ブ
ル
ジ
ョ
ア民
階
級
の
背
後
に
潜
む
封
建
主
義
的
な
傾
向
が
あ
る
こ
と
を
問
題
に
す
る
の
で
あ
る
。
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
は
、
シ
ラ
ー
の
二
行
詩
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
、
表
現
主
義
が
「
行
動H
andeln
で
は
な
く
存
在Sein
に
よ
っ
て
、
革
命
的
状
況
に
対
応
し
よ
う
と
し
た
の
だ
っ
た
」54
と
述
べ
、
そ
れ
ゆ
え
に
「
握
っ
た
拳
の
よ
う
に
固
ま
っ
た
、
険
し
く
切
り
立
っ
た
姿
」
を
と
る
に
い
た
っ
た
の
だ
と
、
そ
し
て
そ
れ
が
歴
史
的
に「
罪=
負
債
の
意
識
」と
し
て
表
現
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
と
論
じ
、
表
現
主
義
に
認
め
ら
れ
る
第
一
次
世
界
大
戦
直
後
の
大
衆
の
「
罪
=
負
債
の
意
識
」
の
根
源
に
、
ヴ
ァ
イ
マ
ー
ル
期
の
「
人
間
性
」、「
個
的
人
格
性Persönlichkeit
」
の
「
最
後
の
歴
史
的
避
難
所
」
を
見
い
だ
し
て
い
る55
。
し
た
が
っ
て
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
は
、
ク
ラ
ウ
ス
が
ヴ
ァ
イ
マ
ー
ル
期
の
封
建
的
で
家
父
長
的
な
枠
組
み
の
な
か
で
展
開
さ
れ
る
市
ブ
ル
ジ
ョ
ア民
的
な
「
人
間
性
」
に
「
根
源
」
を
お
く
と
、
そ
し
て
さ
ら
に
表
現
主
義
が
ク
ラ
ウ
ス
の
「
運
命
の
形
象
」
と
な
っ
た
と
述
べ
る
と
き
、表
現
主
義
者
ク
ラ
ウ
ス
が
ヴ
ァ
イ
マ
ー
ル
期
の
「
人
間
性
」
の
「
最
後
の
歴
史
的
避
難
所
」
と
し
て
担
わ
さ
れ
た
歴
史
的
な
「
罪=
負
債
」
を
、
そ
の
論
争
術
を
つ
う
じ
て
内
側
か
ら
「
転
覆
」
す
る
役
割
を
負
う
こ
と
に
な
っ
た
と
理
解
す
る
の
で
あ
る
。
　
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
は
さ
ら
に
、
ヴ
ァ
イ
マ
ー
ル
期
の
「
人
間
性
」
か
ら
表
現
主
義
が
担
う
こ
と
に
な
る
こ
の
歴
史
的
な
「
罪=
負
債
」
に
つ
い
て
、
マ
ル
ク
ス
の
「
ユ
ダ
ヤ
人
問
題
に
よ
せ
て
」
の
な
か
の
、「
市
民
社
会
の
一
員
で
あ
る
人
間
、
こ
の
非
政
治
的
人
間
は
、
し
か
し
必
然
的
に
、
自
然
的
な
人
間
と
し
て
姿
を
現
わ
す
」56と
述
べ
て
い
る
箇
所
を
参
照
し
つ
つ
説
明
し
て
い
る
。
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
は
、
「
表
現
主
義
を
屈
服
さ
せ
た=
屈
め
さ
せ
た
罪=
負
債
」
と
「
表
現
主
義
が
宣
言
し
た
純
粋
さ
」
は
、「
非
政
治
的
あ
る
い
は
〈
自
然
的
〉
な
人
間
、
あ
の
退
行
の
末
期
に
姿
を
現
わ
し
、
マ
ル
ク
ス
に
よ
っ
て
そ
の
正
体
を
暴
か
れ
た
よ
う
な
人
間
、
そ
の
よ
う
な
人
間
の
抱
く
幻
影
」
に
属
す
る
も
の
だ
と
述
べ
、
第
一
次
世
界
大
戦
に
よ
っ
て
う
ち
の
め
さ
れ
た
大
衆
の
姿
を
描
く
表
現
主
義
者
た
ち
の
、
ヴ
ァ
イ
マ
ー
ル
期
の
封
建
的
で
家
父
長
的
な
枠
組
み
の
な
か
で
展
開
さ
れ
る
市
ブ
ル
ジ
ョ
ア民
的
な
「
人
間
性
」
に
根
源
を
も
つ
歴
史
的
な
「
罪=
負
債
の
意
識
」
を
、
マ
ル
ク
ス
の
「
非
政
治
的
な
人
間
」、「
自
然
的
な
人
間
」
と
関
連
づ
け
、
こ
の
「
罪=
負
債
」
か
ら
の
解
放
を
「
現
実
的
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
」
と
し
て
論
じ
る
の
で
あ
る57
。
　
マ
ル
ク
ス
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
左
派
の
代
表
的
人
物
ブ
ル
ー
ノ
・
バ
ウ
ア
ー
が
論
文
「
ユ
ダ
ヤ
人
問
題
」（
一
八
四
三
年
）
で
、
ユ
ダ
ヤ
人
が
「
公
民citoyen 
（Staatsbürger
）」
と
し
て
解
放
さ
れ
る
た
め
に
は
ユ
ダ
ヤ
教
を
廃
棄
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
説
く
の
に
た
い
し
て
、
人
間
が
「
公
人der öffentliche 
M
ensch
」
と
「
私
人Privatm
ensch
」
と
に
分
裂
す
る
政
治
的
国
家
で
は
ユ
ダ
ヤ
人
は
ユ
ダ
ヤ
教
を
廃
棄
し
な
く
と
も
政
治
的
に
解
放
さ
れ
う
る
と
、
し
か
し
政
治
的
国
家
に
お
い
て
は
宗
教
だ
け
で
な
く
あ
ら
ゆ
る
市
民
社
会
の
活
動
が
政
治
か
ら
分
離
さ
れ
て
い
る
が
ゆ
え
に
、「
政
治
的
解
放
」
か
ら
さ
ら
に
「
人
間
的
解
放
」
が
追
求
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
主
張
し
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
革
命
と
い
う
政
治
的
革
命
に
よ
っ
て
国
家
と
市
民
社
会
、
政
治
的
共
同
体
に
お
け
る
生
活
と
市
民
社
会
に
お
け
る
生
活
が
分
裂
し
、
か
つ
て
封
建
社
会
に
お
い
て
は
財
産
、
家
族
、
労
働
と
い
っ
た
市
民
生
活
の
諸
要
素
が
、
領
邦
権
、
身
分
、
職
業
団
体
と
い
っ
た
か
た
ち
で
国
家
生
活
の
諸
要
素
の
な
か
に
包
摂
さ
れ
て
い
た
の
に
た
い
し
て
、
政
治
的
革
命
は
政
治
的
精
神
を
共
同
体
の
公
的
な
業
務
の
領
域
へ
と
確
立
す
る
と
同
時
に
、
自
然
的
必
要
、
欲
求
、
私
利
を
追
求
す
る
利
己
的
な
精
神
を
国
家
生
活
へ
の
隷
属
か
ら
解
放
す
る
こ
と
28
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に
な
る
。
し
か
し
ま
た
、
そ
の
政
治
的
革
命
に
は
市
民
生
活
そ
の
も
の
を
変
革
す
る
こ
と
な
く
、
む
し
ろ
こ
の
分
裂
を
前
提
と
し
て
い
る
点
に
限
界
が
あ
る
。
政
治
的
革
命
に
よ
っ
て
「
政
治
的
人
間
」
と
し
て
の
「
公
民
」
と
、「
非
政
治
的
人
間
」、
つ
ま
り
市
民
社
会
の
成
員
と
し
て
の
人
間
と
が
分
離
さ
れ
る
の
だ
が
、
し
か
し
「
非
政
治
的
人
間
」
と
し
て
の
市
民
は
受
動
的
で
直
接
的
な
「
自
然
的
人
間
」
と
し
て
現
わ
れ
て
く
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、「
自
然
的
人
間
」、
そ
の
自
然
的
必
要
、
欲
求
、
私
利
を
追
及
す
る
利
己
的
な
精
神
に
、「
抽
象
的
な
公
民
」
を
取
り
戻
さ
せ
、「
社
会
的
な
力
」
を
「
政
治
的
な
力
」
と
し
て
固
有
の
も
の
と
さ
せ
る
こ
と
で
、「
自
然
的
人
間
」
を
「
個
体
的
人
間
と
し
て
そ
の
経
験
的
生
活
、
個
体
的
労
働
、
個
体
的
諸
関
係
の
な
か
で
類
的
存
在
G
attungsw
esen
」
へ
と
解
放
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
と
き
こ
そ
、
自
然
的
必
要
、
欲
求
、
私
利
を
追
求
す
る
「
自
然
的
人
間
」
と
し
て
の
市
民
は
個
体
的
な
人
間
で
あ
り
つ
つ
「
抽
象
的
な
公
民
」
と
な
り
、「
人
間
的
解
放die 
m
enschliche Em
ancipation
」
が
成
就
す
る
は
ず
で
あ
る58
。
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
は
こ
う
し
た
マ
ル
ク
ス
の
議
論
を
参
照
し
つ
つ
、「
表
現
主
義
を
屈
服
さ
せ
た=
屈
め
さ
せ
た
罪=
負
債
」
と
「
表
現
主
義
が
宣
言
し
た
純
粋
さ
」
を
フ
ラ
ン
ス
革
命
に
よ
っ
て「
自
然
的
人
間
」に
担
わ
さ
れ
た
も
の
と
理
解
す
る
こ
と
で
、「
人
間
性=
人
類M
enschheit
」
を
そ
の
歴
史
的
な
「
罪=
負
債
」
か
ら
、
個
体
的
人
間
の
市
民
生
活
に
お
け
る
「
社
会
的
な
力
」
に
「
政
治
的
な
力
」
を
回
復
さ
せ
る
こ
と
を
つ
う
じ
て
、
解
放
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
論
じ
る
の
で
あ
る
。
　
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
は
こ
う
し
て
、
マ
ル
ク
ス
の
「
人
間
的
解
放
」
を
め
ぐ
る
議
論
に
「
古
典
的
な
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
」
に
対
抗
す
る
「
現
実
的
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
」
を
認
め
、
表
現
主
義
者
ク
ラ
ウ
ス
が
ヴ
ァ
イ
マ
ー
ル
期
の
「
古
典
的
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
」
の
も
と
に
担
わ
さ
れ
た
歴
史
的
な
「
罪=
負
債
」
を
こ
の
「
現
実
的
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
」
を
つ
う
じ
て
「
転
覆
」
す
る
役
割
を
負
う
こ
と
に
な
っ
た
と
主
張
す
る
。
ク
ラ
ウ
ス
は
裕
福
な
ユ
ダ
ヤ
人
企
業
家
・
商
人
の
家
庭
出
身
だ
が
、そ
も
そ
も
ヘ
ル
ヴ
ァ
ル
ト
・
ヴ
ァ
ル
デ
ン
、エ
ル
ゼ
・
ラ
ス
カ
ー=
シ
ュ
ー
ラ
ー
、
ペ
ー
タ
ー
・
ア
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
、
ヘ
ル
マ
ン
・
バ
ー
ル
、
ア
ル
フ
レ
ー
ト
・
デ
ー
ブ
リ
ー
ン
、
ル
ー
ド
ル
フ
・
ブ
リ
ュ
ー
ム
ナ
ー
、
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
マ
ン
、
ゲ
オ
ル
ク
・
ハ
イ
ム
な
ど
の
表
現
主
義
の
作
家
た
ち
は
、
お
も
に
商
人
、
銀
行
家
、
弁
護
士
、
州
議
会
議
員
、
企
業
家
、
大
学
教
授
な
ど
の
市
ブ
ル
ジ
ョ
ア民
階
級
の
出
身
だ
っ
た
。
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
は
、
ク
ラ
ウ
ス
が
ま
さ
に
そ
の
〈
批
判=
批
評
〉
の
特
徴
で
あ
る
「
擬
態
」
の
「
身
振
り
」
を
つ
う
じ
て
、
表
現
主
義
と
と
も
に
み
ず
か
ら
も
担
っ
て
い
る
市
ブ
ル
ジ
ョ
ア民
階
級
の
文
化
的
・
政
治
的
な
機
構
の
封
建
的
で
家
父
長
的
な
「
罪=
負
債
」
を
暴
き
「
転
覆
」
さ
せ
る
点
に
、マ
ル
ク
ス
の
「
人
間
的
解
放
」
を
実
現
す
る
「
現
実
的
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
」
を
見
い
だ
す
の
で
あ
る
。
　
マ
ル
ク
ス
は
「
ユ
ダ
ヤ
人
問
題
に
よ
せ
て
」
と
と
も
に
『
独
仏
年
報
』
誌
に
掲
載
さ
れ
た
「
ヘ
ー
ゲ
ル
法
哲
学
批
判
序
説
」（
一
八
四
四
年
）
で
、
市
民
社
会
の
「
否
定
的
帰
結
」、「
人
間
の
完
全
な
喪
失
0
0
0
0
0
」
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
「
人
間
の
完
全
な
再
獲
得
0
0
0
0
0
0
を
つ
う
じ
て
の
み
自
分
自
身
獲
得
し
う
る
ひ
と
つ
の
階
層
」
で
あ
る
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
こ
そ
が
、「
人
間
の
解
放Em
ancipation
」
を
担
う
歴
史
的
主
体
と
な
る
と
論
じ
て
い
る
が59
、ク
ラ
ウ
ス
で
は
こ
う
し
た「
現
実
的
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
」
が
現
わ
れ
て
く
る
の
は
「
子
供
」、「
生
成
し
つ
つ
あ
る
人
間der w
erdende M
ensch
」
と
い
う
形
象
に
お
い
て
な
の
だ
、
と
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
は
説
明
す
る
。
こ
の
「
生
成
し
つ
つ
あ
る
人
間
」
は
、「
理
想
的
な
自
然
的
人
間
、
ロ
マ
ン
主
義
的
自
然
的
人
間
と
い
う
偶
像
」
に
、
ま
た
「
国
家
を
信
奉
す
る
模
範
的
市
民
と
い
う
偶
像
」
に
、
す
な
わ
ち
「
全
人
間
的
な
も
の
」、
創
造
的
な
「
楽
園
の
全
人
間
性
」
に
立
ち
向
か
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
と
い
う60
。「
し
か
し
、
生
成
し
つ
つ
あ
る
人
間
は
、
自
然
の
空
間
で
は
な
29
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く
人
間
性=
人
類
の
空
間
に
お
い
て
、つ
ま
り
解
放
の
た
め
の
戦
い
に
お
い
て
、
ほ
ん
ら
い
輪
郭
が
定
ま
っ
て
い
く
も
の
で
あ
る
こ
と
、
そ
の
人
間
は
、
搾
取
と
困
窮
と
の
戦
い
が
彼
に
強
い
る
そ
の
態
度
に
お
い
て
、
そ
れ
と
認
め
ら
れ
る
の
だ
と
い
う
こ
と
、
神
話
か
ら
の
観
念
論
的
な
解
放
と
い
う
も
の
は
存
在
せ
ず
、
神
話
か
ら
の
唯
物
論
的
な
解
放
の
み
が
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
、
被
造
物
の
根
源
に
あ
る
の
は
純
粋
さR
einheit
で
は
な
く
、
純
化R
einigung
な
の
だ
と
い
う
こ
と
、
こ
う
し
た
こ
と
が
、
ク
ラ
ウ
ス
の
現
実
的
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
な
か
に
、も
っ
と
も
後
期
に
な
っ
て
、そ
の
痕
跡
を
残
す
こ
と
に
な
っ
た
」61。
つ
ま
り
、
「
現
実
的
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
」
は
理
想
的
な
ロ
マ
ン
主
義
的
な
人
物
像
や
模
範
的
な
市
民
で
は
な
く
、「
人
間
性=
人
類
」
の
解
放
の
た
め
に
戦
う
「
生
成
し
つ
つ
あ
る
人
間
」
の
も
と
に
獲
得
さ
れ
る
の
だ
と
、「
人
間
的
解
放
」
は
観
念
論
的
に
「
純
粋
さ
」
を
追
い
求
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、「
人
間
性=
人
類
の
空
間
」
に
お
い
て
「
搾
取
と
困
窮
と
の
戦
い
が
彼
に
強
い
る
そ
の
態
度
」
を
つ
う
じ
て
、「
神
話
か
ら
の
唯
物
論
的
な
解
放
」、
唯
物
論
的
な
「
純
化
」
と
し
て
可
能
に
な
る
の
だ
と
い
う
の
だ
が
、
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
は
こ
う
し
て
、「
紛
い
も
の=
真
正
で
な
い
も
の
の
化
け
の
皮
を
剥
ぐ=
剥
き
出
し
に
す
る
」「
擬
態
」
の
「
身
振
り
」
と
表
現
主
義
と
と
も
に
歴
史
的
に
担
わ
さ
れ
た
「
罪=
負
債
」
の
意
識
と
か
ら
な
る
ク
ラ
ウ
ス
の
論
争
術
を
、
マ
ル
ク
ス
の
弁
証
法
的
唯
物
論
と
関
連
づ
け
る
の
で
あ
る
。
　
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
は
、
市
民
社
会
に
お
い
て
「
生
成
し
つ
つ
あ
る
人
間
」
と
し
て
「
現
実
的
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
」
が
託
さ
れ
て
い
る
の
は
、
理
想
的
な
ロ
マ
ン
主
義
的
な
人
物
像
や
模
範
的
な
市
民
と
い
っ
た
観
念
論
的
な
形
象
で
は
な
く
、「
自
然
的
人
間
」
と
し
て
の
「
私
人Privatm
ann
」、
被
造
物
の
退
行
の
末
期
に
姿
を
現
わ
す
人
間
と
し
て
の
「
私
人
」
な
の
だ
と
論
じ
る
。
マ
ル
ク
ス
で
は
、「
私
人Privat
」
は
も
っ
ぱ
ら
「
富
の
集
積
」、「
資
本
の
形
成
と
増
殖
」
が
な
さ
れ
る
領
域
と
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
が
、
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
に
よ
る
な
ら
、
ク
ラ
ウ
ス
で
は「
自
然
的
人
間
」と
し
て
の「
私
人
」に
お
い
て
搾
取
と
困
窮
を
め
ぐ
る「〈
諸
々
の
神
経=
感
受
性N
erv
〉
の
た
め
の
あ
の
奇
妙
な
戦
い
」
が
展
開
さ
れ
る
の
だ
と
い
う
。「
こ
の
時
代
の
零
落
し
た
み
す
ぼ
ら
し
い
人
間
、
ク
ラ
ウ
ス
の
同
時
代
人
が
、
わ
ず
か
に
あ
の
も
っ
と
も
萎
縮
し
た
形
態
で
し
か
、
つ
ま
り
私
人
と
し
て
し
か
、
被
造
物
の
聖
な
る
殿
堂
に
避
難
所
を
要
求
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
な
い
と
し
て
も
、
そ
れ
は
ま
っ
た
く
理
に
適
っ
た
こ
と
だ
と
い
え
る
」62。
ク
ラ
ウ
ス
の
議
論
に
「
反
動
的
な
理
論
と
革
命
的
な
実
践
と
の
あ
い
だ
の
奇
妙
な
相
互
作
用
」
が
認
め
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
中
心
に
は
こ
の
「
神
経
の
権
利
」
を
め
ぐ
る
闘
い
が
あ
る
。「
実
際
に
、
性
の
営
み
と
家
庭
、
経
済
的
生
活
基
盤
と
肉
体
的
生
活
基
盤
の
あ
い
だ
の
関
係
を
政
治
的
に
解
明
し
よ
う
と
企
て
た
社
会
、
ガ
ラ
ス
の
壁
で
覆
わ
れ
、
テ
ラ
ス
が
部
屋
の
な
か
ま
で
深
く
入
り
こ
み
、
も
は
や
部
屋
で
は
な
い
よ
う
な
部
屋
を
も
っ
た
家
を
建
て
よ
う
と
す
る
社
会
、
そ
の
よ
う
な
社
会
の
な
か
で
、
私
生
活
を
既
成
の
道
徳
や
概
念
か
ら
守
る
こ
と
―
―
こ
の
よ
う
な
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、
そ
こ
で
い
う
私
生
活
が
、
市
民
的
生
活
と
は
反
対
に
、
ま
さ
に
こ
の
社
会
的
変
革
に
厳
密
に
合
致
す
る
よ
う
な
も
の
で
な
け
れ
ば
、
も
っ
と
も
反
動
的
な
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
の
私
生
活
と
は
、
ひ
と
こ
と
で
言
え
ば
、
み
ず
か
ら
自
己
を
解
体
し
、
み
ず
か
ら
自
己
を
衆
目
に
さ
ら
し
つ
つ
形
成
し
て
い
く
よ
う
な
私
生
活
、す
な
わ
ち
ペ
ー
タ
ー
・
ア
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
の
よ
う
な
貧
し
い
人
々
や
、
ア
ー
ド
ル
フ
・
ロ
ー
ス
の
よ
う
な
扇
動
者
た
ち
の
私
生
活
の
こ
と
を
い
う
の
で
あ
る
。
ク
ラ
ウ
ス
は
、
そ
の
よ
う
な
私
生
活
を
擁
護
す
る
こ
と
を
事
と
し
て
き
た
」63。
マ
ル
ク
ス
に
し
た
が
う
な
ら
「
自
然
的
人
間
」
と
し
て
の
「
私
人
」
は
、
性
、
家
庭
、
経
済
的
・
肉
体
的
活
動
か
ら
な
る
市
民
生
活
の
諸
要
素
を
国
家
生
活
へ
の
隷
属
か
ら
解
放
す
る
こ
と
を
つ
う
じ
て
、
そ
の
私
的
な
活
動
領
域
を
獲
得
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
30
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だ
が
、
同
時
に
こ
の
政
治
的
解
放
が
、
市
民
社
会
に
お
い
て
「
私
人
」
に
搾
取
や
困
窮
を
、
国
家
と
は
べ
つ
の
か
た
ち
で
、
し
か
し
法
制
度
を
つ
う
じ
て
国
家
と
結
び
つ
き
つ
つ
強
い
る
新
た
な
状
況
の
そ
の
「
社
会
的
変
革
」
へ
と
結
び
つ
か
な
け
れ
ば
、
そ
れ
は
た
ん
に
私
生
活
を
保
守
す
る
だ
け
の
反
動
を
意
味
す
る
に
す
ぎ
な
い
。「
生
成
し
つ
つ
あ
る
人
間
」
は
ま
ず
破
壊
に
お
い
て
、
す
べ
て
を
奪
わ
れ
た
「
私
人
」
と
い
う
形
象
―
―
「
私
人
」
の
語
源
で
あ
る
ラ
テ
ン
語
のprivare
は
奪
う
と
い
う
意
味
が
あ
る
―
―
の
も
と
で
、
同
時
に
み
ず
か
ら
を
搾
取
と
困
窮
と
の
戦
い
の
な
か
で
形
成
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
破
壊
と
根
源
こ
そ
が
「
現
実
的
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
」
を
実
現
す
る
条
件
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
　
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
は
一
方
に
お
い
て
、「
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
に
も
長
い
あ
い
だ
、
創
造
的
な
も
の
に
ア
ク
セ
ン
ト
が
置
か
れ
て
き
た
」
と
述
べ
、「
卓
越
し
た
も
の
は
食
い
尽
く
し
、
純
化
を
も
た
ら
す
」
も
の
で
あ
る
と
、「
だ
か
ら
こ
そ
非
人
間
が
、
よ
り
現
実
的
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
使
者
と
し
て
、
わ
れ
わ
れ
の
も
と
に
立
つ
こ
と
に
な
る
」
の
だ
と
主
張
す
る64
。
ク
ラ
ウ
ス
の
後
年
の
政
治
的
信
条
は
、
こ
う
し
て
「
こ
の
解
放
さ
れ
た
自
然
」
に
根
ざ
す
こ
と
に
な
る
と
い
う
の
だ
が
、
そ
れ
は
シ
ュ
テ
ィ
フ
タ
ー
の
「
家
父
長
的
な
信
条
」
と
は
対
極
を
な
す
も
の
で
あ
り
、そ
の
自
然
は
「
創
造
的
な
自
然
」
で
は
な
く
、「
破
壊
的
な
自
然
」
な
の
だ
と
い
う65
。
ク
ラ
ウ
ス
は
エ
ッ
セ
イ
「
黙
示
録
」
の
な
か
で
、
み
ず
か
ら
の
論
争
術
を
「
暴
露
」
の
技
術
と
し
て
性
格
づ
け
、「
現
実
」
を
「
破
壊
に
お
い
て
は
じ
め
て
正
し
く
創
造
す
る
」
こ
と
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
が66
、
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
は
ア
ー
ド
ル
フ
・
ロ
ー
ス
が
労
働
者
階
級
の
「
集ジ
ー
ド
ル
ン
ク
合
住
宅
」
に
つ
い
て
論
じ
た
講
演
「
現
代
の
集
合
住
宅
」（
一
九
二
六
年
）
の
な
か
で
、「
た
い
て
い
人
間
の
仕
事
は
二
つ
の
部
分
か
ら
、
す
な
わ
ち
破
壊Zerstörung
か
ら
と
、
構
築
A
ufbau
か
ら
成
立
す
る
」、
と
述
べ
た
直
後
の
、「
人
間
的
な
仕
事
が
も
っ
ぱ
ら
破
壊
だ
け
か
ら
な
る
と
き
、
そ
れ
は
、
じ
つ
に
人
間
的
な
、
自
然
的
な
、
高
貴
な
仕
事
で
あ
る
」67、
と
い
う
こ
と
ば
を
参
照
す
る
よ
う
に
要
請
し
、
破
壊
的
な
自
然
に
根
ざ
し
た
言
語
こ
そ
、「
人
間
的
な
、
自
然
的
な
、
高
貴
な
言
語
」68
な
の
だ
と
説
明
す
る
。「
構
築
的
な
も
の
」
は
こ
こ
で
は
ま
っ
た
く
価
値
を
奪
わ
れ
て
い
て
、「
構
築
的
な
も
の
」
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
る
の
は
な
に
よ
り
「
内
面
性
」
で
あ
り
、「
創
造
的
衝
動
」
で
あ
っ
て
、
そ
の
衝
動
は
「
植
民
者
」
の
も
と
で
「
原
形
式
」
と
し
て
現
わ
れ
て
く
る
よ
う
な
衝
動
で
あ
り
、「
み
ず
か
ら
の
未
来
の
存
在D
asein
の
場
を
破
壊
を
つ
う
じ
て
、
開
墾
を
つ
う
じ
て
神
聖
化
し
」
よ
う
と
す
る
よ
う
な
衝
動
な
の
だ
と
論
じ
、
そ
の
衝
動
を
帝
国
主
義
と
関
連
さ
せ
て
性
格
づ
け
る
の
で
あ
る69
。
さ
ら
に
草
稿
で
は
、「
人
間
性=
人
類
の
最
後
の
日
々
」、「
ユ
ー
ト
ピ
ア
と
し
て
の
世
界
の
没
落
」
に
つ
い
て
語
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
も
そ
も
「
進
化
と
は
破
壊
で
あ
り
」
―
―
草
稿
の
こ
の
箇
所
で
は
「
破
壊
」
と
い
う
こ
と
ば
は
「
帝
国
主
義
」
と
結
び
つ
け
ら
れ
否
定
的
な
意
味
で
も
ち
い
ら
れ
て
い
る
―
―
、
そ
れ
ゆ
え
に
「
事
物
の
自
然
的
な
成
り
行
き
に
停
止
を
命
じ
る
こ
と
」
が
要
請
さ
れ
る70
。
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
は
ク
ラ
ウ
ス
の
詩
「
ギ
ー
ベ
オ
ン
の
祈
り
」
に
言
及
し
、「
ギ
ー
ベ
オ
ン
の
祈
り
」
と
は
、「
法
を
人
食
い
的
、
破
壊
的
正
義
に
よ
っ
て
克
服
す
る
こ
と
」、「
人
食
い
的
な
も
の
を
破
壊
す
る
者
と
し
て
説
明
す
る
こ
と
」
で
あ
る
と
述
べ
、
ク
ラ
ウ
ス
の
「
ギ
ー
ベ
オ
ン
へ
の
祈
り
」、「
世
界
の
変
革
」
は
、「
没
落
を
ユ
ー
ト
ピ
ア
と
す
る
こ
と
」
に
あ
る
と
説
明
す
る71
。
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
は
、
啓
蒙
主
義
的
な
「
人
権
」
に
た
い
し
て
、神
学
的
に
「
自
由
」
と
「
人
間
性=
人
類
」
を
基
礎
づ
け
て
い
る
の
は
「
破
壊
と
純
化
の
古
い
連
関
」
で
あ
り
、「
ロ
ー
ス
が
す
べ
て
の
人
間
に
ふ
さ
わ
し
い
仕
事
を
破
壊
的
な
も
の
と
し
て
特
徴
づ
け
る
と
き
、
彼
の
モ
テ
ィ
ー
フ
は
、
芸
術
的
な
仕
事
の
創
造
的
な
も
の
を
も
っ
ぱ
ら
留
保
す
る
こ
と
に
あ
る
」
と
論
じ
る
の
で
あ
る72
。
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他
方
、
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
は
こ
の
唯
物
論
的
な
克
服
を
自
然
に
た
い
す
る
技
術
の
問
題
と
関
連
づ
け
、
こ
れ
ま
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
は
、「
創
造
的
存
在
と
い
う
呪フェ
ー
テ
ィ
シ
ュ
物
」
に
固
執
し
て
き
た
た
め
に
、
み
ず
か
ら
の
生
を
技
術
と
調
和
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
述
べ
、
草
稿
で
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。「
神
話
的
人
間
の
理
想
的
な
克
服
は
存
在
せ
ず
、
唯
物
論
的
な
克
服
し
か
存
在
し
な
い
。
そ
れ
が
、
非
人
間
が
人
間
の
も
と
に
訪
れ
る
理
由
を
な
す
真
理
で
あ
る
。
神
話
的
人
間
―
―
罪=
負
債
―
―
の
唯
物
論
的
克
服
は
、
被
造
物
が
破
壊
的
自
然
と
連
帯
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
遂
行
さ
れ
る
。
神
話
的
人
間
の
唯
物
論
的
な
克
服
こ
そ
が
、
技
術
と
の
新
た
な
関
係
を
つ
く
り
だ
す
も
の
な
の
だ
」73。
こ
の
技
術
と
調
和
し
た
生
、「
破
壊
に
お
い
て
証
明
さ
れ
る
人フマ
ニ
テ
ー
ト
間
性
」
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
装
飾
と
戦
う
ロ
ー
ス
の
姿
を
探
求
す
る
必
要
が
あ
る
と
、
ま
た
小
説
家
パ
ウ
ル
・
シ
ェ
ー
ア
バ
ル
ト
が
つ
く
り
だ
し
た
生
き
物
た
ち
の
話
す
恒
星
の
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
を
聞
き
と
り
、パ
ウ
ル
・
ク
レ
ー
の
、「
あ
た
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
人
間
た
ち
を
幸
福
に
す
る
よ
り
、
奪
う
こ
と
に
よ
っ
て
人
間
た
ち
を
解
放
し
よ
う
と
す
る
」「
略
奪
天
使R
aubengel
」、「
新
し
い
天
使
」
を
参
照
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う74
。
現
代
の
も
っ
と
も
進
歩
的
な
芸
術
家
た
ち
に
お
い
て
、
絵
画
で
は
人
間
は
個
々
の
身
体
部
分
に
引
き
裂
か
れ
、
音
楽
で
は
人
間
の
声
は
歪
め
ら
れ
、
詩
に
お
い
て
は
人
間
の
感
情
が
グ
ロ
テ
ス
ク
に
変
形
さ
れ
、
演
劇
や
バ
レ
ー
で
は
人
間
の
身
体
が
機
械
化
さ
れ
機
械
人
形
と
し
て
使
用
さ
れ
る
、
つ
ま
り
い
た
る
と
こ
ろ
で
人
間
的
な
も
の
が
「
根
絶
さ
れvernichten
」、
技
術
装
置
の
機
構
が
前
景
化
す
る75
。
シ
ェ
ー
ア
バ
ル
ト
、
ロ
ー
ス
、
ク
レ
ー
、
ブ
レ
ヒ
ト
、
ザ
ロ
モ
・
フ
リ
ー
ト
レ
ン
ダ
ー
に
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
あ
た
え
て
い
る
の
は
、「
人
間
の
現
存
在
を
調
節
す
る
こ
とEinrichtung
に
よ
っ
て
、
生
産
の
増
大
、
消
費
財
の
よ
り
よ
い
分
配
、
生
産
手
段
の
社
会
化
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
快
適
さ
を
も
と
め
世
界
に
幸
福
を
も
た
ら
す
教
義
に
よ
る
よ
り
も
、
よ
り
多
く
の
も
の
が
、
ま
た
そ
れ
と
は
違
っ
た
の
も
の
が
も
と
め
ら
れ
る
」76、
と
い
う
意
識
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
う
。「
集
団
的
な
も
の
が
人
間
的
な
特
徴
を
担
う
た
め
に
、
個
々
人
は
非
人
間
的
な
特
徴
を
担
う
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
人
間
性=
人
類
は
、
集
団
的
な
現
存
在
の
地
平
に
お
い
て
現
わ
れ
て
く
る
た
め
に
、
個
々
の
現
存
在
の
地
平
に
お
い
て
犠
牲
に
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」77。
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
は
草
稿
で
さ
ら
に
、
ロ
ー
ス
が
実
際
に
「
現
代
の
集
合
住
宅
」
で
裁
断
師
の
破
壊
的
な
仕
事
と
裁
縫
師
の
構
築
的
な
仕
事
を
例
に
「
分
業
」
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
箇
所
を
引
用
し
て
い
る
が78
、
高
度
資
本
主
義
社
会
の
芸
術
が
、
生
産
、
消
費
、
労
働
の
新
た
な
「
集
団
的
な
も
の
」
の
あ
り
方
を
い
か
に
反
映
し
つ
つ
変
革
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
か
、
を
問
題
に
す
る
の
で
あ
る
。
　
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
は
ク
ラ
ウ
ス
論
の
最
後
で
、
マ
ル
ク
ス
の
「
人
間
の
解
放
」
の
議
論
、
唯
物
論
的
「
純
化
」
を
め
ぐ
る
議
論
を
、「
絶
望
し
て
い
る
人
間
」
こ
そ
が
「
純
化
す
る
力
」
を
、「
連
関
か
ら
も
ぎ
取
り
破
壊
す
る
力
」、「
い
く
ら
か
の
も
の
は
こ
の
時
代
か
ら
抜
け
出
て
生
き
延
び
る
と
い
う
希
望
を
な
お
も
秘
め
た
、
唯
一
の
力
」
を
担
っ
て
い
る
と
、「
こ
の
時
代
か
ら
追
い
払
わ
れ
た
が
た
め
に
生
き
延
び
る
」
力
を
担
っ
て
い
る
と
い
う
、
神
学
的=
形
而
上
学
的
な
議
論
へ
と
結
び
つ
け
て
い
る79
。「
純
粋
さ
も
、
犠
牲
も
、
デ
ー
モ
ン
に
打
ち
克
つ
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
だ
が
、
根
源
と
破
壊
と
が
た
が
い
を
見
い
だ
す
と
こ
ろ
で
、
デ
ー
モ
ン
の
支
配
は
終
わ
る
。
子
供
と
人
食
い
か
ら
な
る
生
き
物
と
し
て
、
デ
ー
モ
ン
の
征
服
者
が
デ
ー
モ
ン
の
ま
え
に
立
つ
。
新
し
い
人
間
で
は
な
い
。
非
人
間
、
新
し
い
天
使
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
そ
れ
は
、
タ
ル
ム
ー
ド
に
し
た
が
う
な
ら
、
一
瞬
一
瞬
、
新
た
に
無
数
の
群
れ
と
な
っ
て
生
み
出
さ
れ
、
神
の
ま
え
で
声
を
張
り
あ
げ
て
は
鎮
ま
り
、
無
の
な
か
へ
消
え
去
っ
て
い
く
、
あ
の
天
使
た
ち
の
ひ
と
り
な
の
だ
」80。
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
は
「
暴
力
批
判
論
」
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（
一
九
二
一
年
）
で
、権
力
な
い
し
神
話
的
暴
力
の
「
法
措
定
的
暴
力
」
と
「
法
維
持
的
暴
力
」
の
二
義
性
に
た
い
し
て
、
神
的
暴
力
、
正
義
の
暴
力
を
対
置
し
て
い
る
が
、
そ
れ
と
同
様
に
「
法
の
構
築
的
な
二
義
性
に
た
い
し
て
脱
構
築
的
destruktiv
に
停
止
を
命
じ
る
正
義
は
、
実
際
ま
た
破
壊
的zerstörend
な
も
の
だ
」81、
と
述
べ
て
い
る
。
ユ
ダ
ヤ
教
の
タ
ル
ム
ー
ド
の
天
使
と
結
び
つ
け
ら
れ
た
パ
ウ
ル
・
ク
レ
ー
の
「
新
し
い
天
使angelus novus
」
と
題
さ
れ
た
絵
は
、
後
に
「
歴
史
の
概
念
に
つ
い
て
」
で
は
歴
史
的
唯
物
論
の
形
象
と
し
て
言
及
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
ク
ラ
ウ
ス
論
で
は
奪
う
こ
と
に
よ
っ
て
人
間
た
ち
を
解
放
す
る
と
同
時
に
み
ず
か
ら
生
成
す
る
、「
略
奪
天
使
」
で
あ
る
と
同
時
に
未
成
熟
な
天
使
と
し
て
、
弁
証
法
的
唯
物
論
の
形
象
と
し
て
解
釈
さ
れ
て
い
る
。
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
は
こ
う
し
て
、
ク
ラ
ウ
ス
の
暴
露
の
技
術
と
し
て
の
〈
批
判=
批
評
〉
を
つ
う
じ
て
、『
ド
イ
ツ
悲
劇
の
根
源
』
以
前
の
、
い
ま
だ
マ
ル
ク
ス
主
義
に
傾
倒
す
る
以
前
の
神
学
的=
形
而
上
学
的
思
考
を
、
弁
証
法
的
で
唯
物
論
的
な
闘
争
の
た
め
の
議
論
へ
と
発
展
さ
せ
る
こ
と
を
試
み
る
の
で
あ
る
。
1
　
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
拙
論
「
ヴ
ァ
ル
タ
ー
・
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
の
ク
ラ
ウ
ス
論
に
お
け
る
「
全
人
間
的
な
も
の
」
の
概
念
」（『
人
文
公
共
学
研
究
論
集
』
第
三
九
号
、
二
〇
一
九
年
九
月
発
行
）
を
参
照
。
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
の
引
用
は
、
著
作
に
つ
い
て
はW
alter 
B
enjam
in: G
esam
m
elte Schriften. Frankfurt a.M
. 1972ff.
（
略
号G
S
）、
書
簡
に
つ
い
て
は W
alter: G
esam
m
elte B
riefe.6 B
de. hrsg. von Theodor W
. A
rchiv, Frankfurt 
a. M
. 
（Suhrkam
p
） 1995-2000.
（
略
号G
B
）
か
ら
、
ロ
ー
マ
数
字
に
よ
る
巻
数
、
ペ
ー
ジ
数
で
し
め
す
。
ま
た
翻
訳
の
該
当
箇
所
は
、『
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
』
か
ら
、
以
下
の
よ
う
に
略
記
し
、
巻
数
、
ペ
ー
ジ
数
を
記
す
。『
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
』:
『
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
』
全
七
巻
、
浅
井
健
二
郎
責
任
編
集
、
筑
摩
書
房
、
一
九
九
五
年
―
二
〇
一
四
年
。
2
　V
gl. B
enjam
in., W
alter: K
arl K
raus, G
S II 348.
（『
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
』
第
二
巻
、
五
一
一
頁
、
参
照
）
3
　Ebd., G
S II 350f.
（
同
書
、
五
一
七
頁
）
4
　K
raus, K
arl: U
nd in K
riegszeiten. D
ie Fackel N
r.363/364/365. W
ien D
ezem
ber 
1912, S.71f.
5
　V
gl. ebd.
一
九
一
二
年
、
ト
ル
コ
の
オ
ス
マ
ン
帝
国
再
建
運
動
を
恐
れ
た
ブ
ル
ガ
リ
ア
、
セ
ル
ビ
ア
、
ギ
リ
シ
ア
、
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
が
バ
ル
カ
ン
軍
事
同
盟
を
結
び
、
十
月
に
宣
戦
、
第
一
次
バ
ル
カ
ン
戦
争
が
勃
発
す
る
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
ト
ル
コ
を
支
持
す
る
が
、
ト
ル
コ
が
敗
北
し
、
そ
の
後
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
領
の
分
割
を
め
ぐ
り
ブ
ル
ガ
リ
ア
と
そ
の
他
の
諸
国
が
対
立
し
、
一
九
一
三
年
に
第
二
次
バ
ル
カ
ン
戦
争
が
勃
発
。
ブ
ル
ガ
リ
ア
が
敗
北
す
る
が
、
そ
の
後
も
戦
勝
国
の
あ
い
だ
で
も
不
満
が
燻
り
、
第
一
次
世
界
大
戦
の
原
因
と
な
る
。
6
　V
gl. B
enjam
in, a.a.O
., G
S II 351.
（
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
、
前
掲
書
、
五
一
九
頁
、
参
照
）
7
　Ebd., G
S II 352.
（
同
書
、
五
一
九
頁
）
8
　V
gl. Elias, N
orbert: Ü
ber den Prozeß der Zivilisation. Soziogenetische und 
psydogenetische U
ntersuchungen, Frankfurt a.M
. 1976, S.1ff.
（
ノ
ル
ベ
ル
ト
・
エ
リ
ア
ス
『
文
明
化
の
過
程
』
上
、
赤
井
慧
爾
・
中
村
元
保
・
吉
田
正
勝
訳
、
一
九
七
八
年
、
六
八
―
一
三
六
頁
、
参
照
）
9
　V
gl. U
ngern-Sternberg, Jürgen von, W
olfgang von ; D
er A
ufruf ,A
n die 
K
ulturw
elt‘
D
as M
anifest der 93 und die A
nfänge der K
riegspropaganda im
 Ersten 
W
eltkrieg. Stuttgart 1996, 144f.. 
10
　V
gl. Troeltsch, E
rnst: D
eutscher G
eist und W
elteuropa. G
esam
m
elte 
kulturphilosophische A
ufsätze und R
eden, Tübingen 1925.
（
Ｅ
・
ト
レ
ル
チ
『
ド
イ
ツ
精
神
と
西
欧
』
西
村
貞
二
訳
、
筑
摩
書
房
、
一
九
七
〇
頁
、
参
照
）
11
　Ebd., S.48.
（
同
書
、
五
〇
頁
）
12
　Ebd., S.41.
（
同
書
、
四
四
頁
）
13
　V
gl. ebd., S.48.
（
同
書
、
五
一
頁
、
参
照
）
14
　V
gl. ebd., S.54.
（
同
書
、
五
六
頁
、
参
照
）
15
　Ebd., S.104.
（
同
書
、
一
〇
八
頁
、
参
照
）
16
　V
gl. ebd., S.103f.
（
同
書
、
一
〇
六
―
一
一
一
頁
、
参
照
）
17
　V
gl. M
einecke, Friedrich: D
eutschland und die kleinen germ
anischen N
ationen, 
in; Politische Schriften und R
eden, H
rsg.v.G
eorg K
otow
ske, D
arm
stadt 1958, S.126
18
　V
gl. M
einecke, Politik und K
ultur, ebd., S.80ff.
19
　V
gl. Scheler, M
ax: D
er G
enius des K
rieges und der D
eutsche K
rieg, Leipzig 
1915, S.58ff.
20
　V
gl. ebd., S.10.
21
　V
gl. ebd., S.50.
22
　V
gl. M
ann, Thom
as: B
etrachtungen eines U
npolitischen, Fischer 1983, S31.
33
ヴァルター・ベンヤミンのクラウス論における「非人間的なもの」の概念（内村）
（
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
『
非
政
治
的
人
間
の
考
察
』
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
全
集
Ⅺ
、
森
川
俊
夫
他
訳
、
新
潮
社
、
一
九
七
二
年
、
二
七
頁
、
参
照
）
23
　V
gl. ebd., S.169.
（
同
書
、
一
三
九
頁
、
参
照
）
24
　V
gl.ebd., S.248.
（
同
書
、
二
〇
五
頁
、
参
照
）
25
　V
gl.ebd., S.257.
（
同
書
、
二
一
二
頁
、
参
照
）
26
　V
gl. ebd., S.271f.
（
同
書
、
二
二
四
頁
、
参
照
）
27
　V
gl. ebd., S.268.
（
同
書
、
二
二
一
頁
、
参
照
）
28
　V
gl. ebd., S.261.
（
同
書
、
二
一
五
頁
、
参
照
）
29
　V
gl. ebd., S.461.
（
同
書
、
三
八
〇
―
一
頁
、
参
照
）
30
　V
gl. ebd., S.465.
（
同
書
、
三
八
三
頁
、
参
照
）
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
は
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
マ
ン
が
一
九
一
五
年
十
二
月
に
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
で
行
っ
た
「
ゾ
ラ
」
の
朗
読
会
に
出
席
し
、
そ
の
政
治
的
姿
勢
に
共
感
を
寄
せ
て
い
る
が
（V
gl. B
enjam
in, B
rief an Fritz R
adt 
vom
 4..12. 1915, G
B
 I 302f.
）、
他
方
、
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
の
「
政
治
随
想
」
に
つ
い
て
は
「
下
劣
だ
」
と
批
判
し
て
い
る
（V
gl. B
enjam
in, B
rief an H
erbert B
lum
enthal 
vom
 ca. Ende 1916, G
B
 I 348.
）。
な
お
周
知
の
よ
う
に
、
マ
ン
は
一
九
二
二
年
の
講
演
「
ド
イ
ツ
共
和
国
に
つ
い
て
」
で
、
共
和
主
義
を
支
持
し
、
立
場
を
転
換
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
31
　V
gl. B
enjam
in, a.a.O
., G
S II 356.
（
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
、
前
掲
書
、
五
二
八
頁
、
参
照
）
32
　V
gl. ebd., G
S II 356.
（
同
書
、
五
二
九
―
三
〇
頁
、
参
照
）
33
　Ebd., G
S II 358.
（
同
書
、
五
三
二
―
三
頁
）
34
　V
gl. ebd., G
S II 344.
（
同
書
、
五
〇
五
頁
、
参
照
）
35
　V
gl. ebd., G
S II 359.
（
同
書
、
五
三
五
頁
、
参
照
）
36
　K
raus, K
arl: N
ach dreißig Jahren. R
ückblick der Eitelkeit. D
ie Fackel N
r.810. 
W
ien Ende M
ai 1929, S10.
37
　K
raus, K
arl: D
er sterbende M
ensch. D
ie Fackel N
r.381/382/383. W
ien 
Septem
ber 1913, S.74f.
38
　K
ant, Im
m
anuel: G
rundlegung zur M
etaphysik der Sitten W
erkausgabe. B
d. 7. 
Frankfurt a. M
. 1991, S.61.
（
イ
マ
ヌ
エ
ル
・
カ
ン
ト
『
人
倫
の
形
而
上
学
の
基
礎
づ
け
』
野
田
文
夫
訳
、『
世
界
の
名
著
　
カ
ン
ト
』
所
収
、
中
央
公
論
社
、
一
九
九
六
年
、
二
七
四
頁
）。
39
　K
raus, a.a.O
., S.6.
40
　B
enjam
in, a.a.O
., G
S II 360.
（
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
、
前
掲
書
、
五
三
七
頁
）
41
　Ebd., G
S II 360.
（
同
書
、
五
三
七
頁
）
42
　V
gl. K
raus, K
arl: D
er R
eim
. D
ie Fackel N
r.757-758. W
ien A
pril 1927, S.1ff.
43
　V
gl. B
enjam
in, a.a.O
., G
S II 361.
（
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
、
前
掲
書
、
五
三
九
頁
、
参
照
）
44
　Ebd., G
S II 361.
（
同
書
、
五
四
一
頁
）
45
　Ebd., G
S II 362.
（
同
書
、
五
四
一
―
二
頁
）
46
　Ebd., G
S II 362.
（
同
書
、
五
四
三
頁
）
47
　V
gl. ebd., G
S II 347.
（
同
書
、
五
一
一
頁
、
参
照
）
48
　Ebd., G
S II 363.
（
同
書
、
五
四
四
―
五
頁
）
49
　K
raus, K
arl: A
pokalypse. D
ie Fackel N
r.261-262. W
ien O
ktober 1908, S.6f.
（
カ
ー
ル
・
ク
ラ
ウ
ス
『
黒
魔
術
に
よ
る
世
界
の
没
落
』
山
口
裕
之
・
河
野
英
二
訳
、
現
代
思
潮
新
社
、
二
〇
〇
八
年
、
十
三
―
四
頁
、
参
照
）
50
　B
enjam
in, a.a.O
., G
S II 355.
（
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
、
前
掲
書
、
五
二
七
頁
）
51
　Ebd., G
S II 363.
（
同
書
、
五
四
五
頁
）Schiller, Friedrich: K
allias oder über die 
Schönheit, in: Säm
tliche W
erke. B
d.1, M
ünchen 
（H
anser
） 1980, S.303..
52
　V
gl. B
enjam
in, G
oethe, G
S III 717.
（『
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
』
第
二
巻
、
一
九
四
頁
、
参
照
）
53
　V
gl. ebd., G
S II 731f.
（
同
書
、,
二
二
二
頁
、
参
照
）
54
　Ebd., G
S II 739.
（
同
書
、
二
三
六
頁
）
55
　V
gl. B
enjam
in, K
arl K
raus, G
S II 364.
（
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
、
前
掲
書
、
五
四
六
頁
、
参
照
）
56
　M
arx, K
arl: Zur Judenfrage. K
arl M
arx Friedrich Engels G
esam
tausgabe 
（M
EG
A
） Erste A
bteilung. B
d.2, B
erlin 1982, S.162.
（
カ
ー
ル
・
マ
ル
ク
ス
『
ユ
ダ
ヤ
人
問
題
に
よ
せ
て
　
ヘ
ー
ゲ
ル
法
哲
学
批
判
序
説
』
城
塚
登
訳
、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
七
年
、
五
一
頁
）
57
　V
gl. B
enjam
in, a.a.O
., G
S II 364.
（
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
、
前
掲
書
、
五
四
六
頁
、
参
照
）
58
　V
gl. ebd.
（
同
書
、
五
四
六
―
四
七
頁
、
参
照
）; M
arx, a.a.O
., S.162f.
（
マ
ル
ク
ス
、
前
掲
書
、
四
八
―
五
三
頁
、
参
照
）
59
　V
gl. M
arx, K
arl: Zur K
ritik der H
egelschen R
echtsphilosophie, M
EG
A
, Erste 
A
bteilung. B
d.2, B
erlin 1982, S.181ff..
（
カ
ー
ル
・
マ
ル
ク
ス
『
ユ
ダ
ヤ
人
問
題
に
よ
せ
て
　
ヘ
ー
ゲ
ル
法
哲
学
批
判
序
説
』、
九
三
―
五
頁
、
参
照
）
60
　V
gl. B
enjam
in, a.a.o., G
S II 364.
（
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
、
前
掲
書
、
五
四
七
頁
、
参
照
）
61
　Ebd., G
S II 365.
（
同
書
、
五
四
八
頁
）
62
　Ebd., G
S II 341f.
（
同
書
、
四
九
九
頁
）
63
　Ebd., G
S II 342.
（
同
書
、
五
〇
〇
頁
）
64
　V
gl. ebd., G
S II 366.
（
同
書
、
五
五
二
頁
、
参
照
）
65
　V
gl. ebd., G
S II 365.
（
同
書
、
五
四
九
、
参
照
）
66
　V
gl. K
raus, A
pokalypse, a.a.O
., S.10ff.
（
ク
ラ
ウ
ス
、
前
掲
書
、
十
九
―
二
二
頁
、
参
照
）
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67
　V
gl. Loos, A
dolf: D
ie m
oderne Siedlung, in; G
esam
m
elte Schriften, W
ien 2010, 
S.638.
（
ア
ー
ド
ル
フ
・
ロ
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